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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正
＊
日
本
文
化
学
科　

准
教
授　

日
本
近
世
文
学
・
日
本
近
代
文
学

組
問
屋
便
）
5
（
覧
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉
刊
）、『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
文
政
七
年

〈
一
八
二
四
〉
刊
）
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

明
治
維
新
の
際
に
は
、
三
井
組
、
小
野
組
と
と
も
に
新
政
府
の
資
金
調
達
に
奔
走

し
、
政
府
や
府
県
の
為
替
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、

小
野
組
の
破
綻
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
政
府
か
ら
官
金
預
金
の
即
時
返
納
を
求
め
ら

れ
る
と
、
そ
の
調
達
が
で
き
ず
に
閉
店
に
追
い
込
ま
）
6
（
れ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
再
建
を

図
っ
た
も
の
の
、
同
二
十
二
年
つ
い
に
破
産
し
）
7
（
た
。

　

島
田
家
と
同
じ
く
京
都
に
拠
点
を
置
き
、
呉
服
商
と
両
替
商
を
営
ん
だ
豪
商
三
井

家
か
ら
、
文
雅
を
嗜
む
人
物
が
多
く
輩
出
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の

島
田
家
か
ら
も
、
本
草
書
『
花
彙
』
草
之
巻
一
・
二
（
宝
暦
九
年
〈
一
七
五
九
〉
刊
、

大
二
冊
）
を
編
纂
し
た
充
房
（
生
年
不
詳
―
天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉）
や
、
狂
歌

師
菊
廼
舎
真
恵
美
と
し
て
知
ら
れ
る
周
忠
（
寛
政
七
―
嘉
永
三
年
〈
一
七
九
五
―
一

八
五
〇
〉）
ら
が
出
）
8
（
た
。『
平
安
人
物
志
』
嘉
永
五
年
版
お
よ
び
慶
応
三
年
版
に
載
る

義
忠
（
号
連
真
、
通
称
島
田
弥
三
郎
、
文
政
七
―
明
治
十
九
年
〈
一
八
二
四
―
一
八

八
六
〉）
は
、
そ
の
周
忠
の
子
で
あ
る
。

　

八
郎
左
衛
門
家
以
外
の
恵
比
須
屋
一
統
に
目
を
向
け
れ
ば
、
た
と
え
ば
別
家
の
島

田
要
人
（
安
貞
・
宗
恕
、
享
保
十
二
―
文
化
三
年
〈
一
七
二
七
―
一
八
〇
六
〉）
家

に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
絵
師
雅
喬
（
文
化
五
―
明
治
十
四

年
〈
一
八
〇
八
―
一
八
八
一
〉）
が
お
り
、
同
じ
く
別
家
の
大
路
家
か
ら
は
、
書
肆

長
松
堂
大
路
次
郎
右
衛
門
を
営
ん
だ
延
貞
（
生
年
不
詳
―
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）、

日
蓮
宗
系
の
本
門
仏
立
講
の
開
祖
日
扇
（
長
松
清
風
）（
文
化
十
四
―
明
治
二
十
三

年
〈
一
八
一
七
―
一
八
九
〇
〉）
ら
が
輩
出
し
た
。
そ
し
て
、
本
居
宣
長
（
享
保
十

五
―
享
和
元
年
〈
一
七
三
〇
―
一
八
〇
一
〉）
の
門
人
で
あ
り
、
か
つ
書
肆
恵
比
須

屋
市
右
衛
門
を
経
営
し
た
和
学
者
城
戸
千
楯
（
安
永
七
年
―
弘
化
二
年
〈
一
七
七
八

―
一
八
四
五
〉）
も
ま
た
、
恵
比
須
屋
一
統
に
連
な
る
人
物
に
ほ
か
な
ら
な
）
9
（

い
。

恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
々

　

―
　

『
花
彙
』
の
編
者
島
田
充
房
を
中
心
に
　

―
　

青
山
英
正＊

一　

は
じ
め
に

　

島
田
八
郎
左
衛
門
は
、
近
世
前
期
か
ら
近
代
初
期
に
か
け
て
の
京
都
を
拠
点
と
し

て
、
三
都
で
呉
服
商
、
両
替
商
な
ど
を
幅
広
く
営
ん
だ
豪
商
で
あ
る
。
家
伝
に
よ
る

と
遠
祖
は
清
和
源
氏
で
あ
り
、
初
代
八
郎
左
衛
門
は
、
天
正
年
間
に
南
山
城
綴
喜
郡

内
里
村
に
来
住
し
た
島
田
八
郎
右
衛
門
康
森
の
七
男
で
、
京
都
に
出
て
呉
服
と
糸
物

の
店
を
出
し
た
義
房
で
あ
）
1
（
る
。
は
じ
め
徳
田
屋
伝
兵
衛
と
称
し
た
が
、
徳
川
吉
宗
の

引
き
立
て
を
受
け
て
鯛
を
描
い
た
盃
を
拝
領
し
た
こ
と
か
ら
、
蛭
子
屋
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
）
2
（

う
。
江
戸
尾
張
町
、
大
坂
高
麗
橋
に
も
出
店
し
、
宝
暦
二
年
（
一

七
五
二
）
に
は
金
銀
御
為
替
御
用
達
十
人
組
に
加
入
し
た
ら
し
）
3
（

く
、
同
三
年
版
『
武

鑑
』
以
降
、「
金
銀
御
為
替
御
用
聞
」
の
一
人
と
し
て
島
田
八
郎
左
衛
門
の
名
前
が

見
出
せ
）
4
（

る
。
以
降
、
木
綿
・
傘
・
蠟
燭
な
ど
を
手
広
く
商
っ
た
こ
と
が
、『
江
戸
十
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

統
で
あ
る
大
路
儀
右
衛
門
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
の
意
味
な
ど
が
問
わ
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
故
島
田
武
彦
氏
の
御
子
息
の
内
室
で
あ
る
島
田
ひ
ろ
子
氏
所
蔵
資
料

の
コ
ピ
ー
、
島
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
京
都
金
戒
光
明
寺
の
島
田
家
墓
碑
銘
、
お
よ

び
同
寺
の
宿
坊
西
住
院
の
戸
川
隆
博
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
島
田
家
過
去
帳
、

さ
ら
に
島
田
周
忠
の
妻
た
め

0

0

が
京
都
妙
蓮
寺
に
奉
納
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
、

三
井
家
に
残
る
宗
門
人
別
帳
や
京
都
の
町
文
書
な
ど
、
宮
本
が
用
い
た
資
料
の
再
検

討
に
加
え
て
島
田
八
郎
左
衛
門
家
に
関
す
る
新
た
な
資
料
も
用
い
、
八
郎
左
衛
門
家

の
人
々
の
事
績
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
特
に
本
草
家
充
房
の

事
績
に
つ
い
て
、『
花
彙
』
の
出
版
を
中
心
に
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

二　

島
田
八
郎
左
衛
門
家
関
係
資
料

二
―
一　

島
田
ひ
ろ
子
氏
所
蔵
家
系
覚
書

　

島
田
ひ
ろ
子
氏
所
蔵
「
御
為
替
御
用
達
蛭
子
屋
興
亡
概
略
」
の
末
尾
に
は
、「
蛭

子
屋
初
代
ヨ
リ
ノ
家
系
左
ニ
」
と
記
さ
れ
、
そ
れ
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
な
家
系
覚

書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
御
為
替
御
用
達
蛭
子
屋
興
亡
概
略
」
の
本
文
、
左
の
家

系
覚
書
と
も
、
割
書
を
含
め
て
全
て
同
筆
で
あ
る
。
初
代
与
三
右
衛
門
の
項
に
は
、

経
済
雑
誌
社
の
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉
刊
）
に
つ

い
て
の
記
述
が
、
割
書
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
近
代
以
降
の
筆
写
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
島
田
ひ
ろ
子
氏
に
よ
れ
ば
故
武
彦
氏
に
よ
る
筆
写
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

元
祖
八
郎
左
衛
門　

義
房　
号
宗
全

二
代
八
郎
左
衛
門　

雅
茂
―
後
弥
右
衛
門

初
代
与
三
右
衛
門　

充
房
―
三
男　
香
川
修
徳
門
人　

経
済
雑
誌
社
ノ
人
名

辞
書
ニ
単
ニ
本
草
家
ト
シ
テ
掲
出
セ
リ

　

島
田
家
の
文
書
類
は
大
半
が
散
逸
し
た
た
め
、
近
世
の
島
田
八
郎
左
衛
門
家
に
つ

い
て
の
ま
と
ま
っ
た
論
考
は
、
宮
本
又
次
の
「
恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
経

営
と
家
訓
」
が
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
で
あ
）
10
（
る
。
宮
本
の
論
考
は
、
島
田
要
人
家
の
血
筋

に
あ
た
る
故
島
田
武
彦
家
に
伝
来
す
る
文
書
を
紹
介
し
た
上
で
、
島
田
八
郎
左
衛
門

の
商
業
活
動
を
通
時
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
島
田
家
に
つ
い
て
の
基
礎

研
究
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。

　

た
だ
、
宮
本
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
同
家
の
商
業
活
動
に
向
け
ら
れ
、
右
に
挙
げ
た

よ
う
な
人
々
の
文
化
的
活
動
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
例
外
と
し

て
、
充
房
に
つ
い
て
は
本
草
家
と
し
て
の
一
面
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
、

記
述
の
大
半
は
商
人
と
し
て
の
側
面
に
終
始
し
、
同
時
代
の
本
草
家
や
文
人
た
ち
と

の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
充
房
が
本
草
学
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
）
11
（
合
、
彼
が
他
に
目
立

っ
た
著
作
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、『
花
彙
』
の
編
纂
を
彼
か
ら
小
野
蘭
山

（
享
保
十
四
―
文
化
七
年
〈
一
七
二
九
―
一
八
一
〇
〉）
が
引
き
継
い
だ
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
充
房
が
豪
商
恵
比
須
屋
の
一
員
で
あ
っ
た

こ
と
は
見
過
ご
さ
れ
、『
花
彙
』
の
編
纂
に
関
す
る
こ
と
以
外
の
彼
の
経
歴
が
追
究

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
商
人
に
し
て
本
草
家
で
も
あ
っ
た
充
房
と
い
う
人
物
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
経
済
史
研
究
と
文
化
史
研
究
と
か
ら
別
々
の
光
が
当

て
ら
れ
、
両
者
が
交
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
充
房
は
『
花
彙
』
の
編
者
と
し
て
名
前
を
知
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の

生
没
年
す
ら
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、『
花
彙
』
が
い
か
な
る
人
間
関
係

や
社
会
的
条
件
の
中
で
成
立
し
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
同
書
が
不
磷

斎
す
な
わ
ち
充
房
自
身
の
蔵
版
で
あ
る
こ
と
の
意
味
や
、
そ
の
売
捌
書
肆
を
永
田
調

兵
衛
が
務
め
た
こ
と
の
意
味
、
さ
ら
に
は
同
書
の
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
増
補
版

（
草
之
巻
一
―
四
、
木
之
巻
一
―
四
の
八
巻
八
冊
）
の
売
捌
書
肆
に
、
恵
比
須
屋
一
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

に
再
現
す
る
形
で
翻
刻
す
る
に
と
ど
め
、
後
掲
の
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
改

め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

二
―
二　

京
都
妙
蓮
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
島
田
清
二
尼
奥
書

　

京
都
妙
蓮
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
一
部
八
巻
は
、
嶋
田
弥
三
郎
義
忠
の
母
で
あ
る

清
二
尼
が
書
写
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
一
月
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻

八
奥
書
に
、「
謹
奉
写　

島
田
清
二
尼
」
と
し
た
後
、

島
田
弥
三
郎
義三十
四
才
忠
母

願
主

島
五
十
八
才

田
清
二

　
　
　
（
中
略
）

安
政
四
年
龍
集
丁
巳
正
月
如
意
珠
）
13
（
日

と
記
し
て
あ
り
、
義
忠
は
当
時
三
十
四
歳
、
清
二
は
五
十
八
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

同
寺
に
は
、
そ
の
七
年
前
に
当
た
る
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
秋
に
寄
進
さ
れ
た

『
法
華
経
』
も
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。「
右
者
祖
先
追
福
家
門
長
久
為
之
所
奉
寄
附
上
京
妙
蓮
寺
宝
蔵
也　

伏
願　

五

障
三
従
雲
晴
拝
三
身
円
満
覚
月　

本
能
寺
八
品
講
衆
頭　

嶋
田
弥
三
郎
生
年
廿
七　

源
義
忠
（
花
押
）　

同
人
母
た
め　

生
年
五
十
一　

法
名
日
果
敬
白　

嘉
永
三
年
庚

戌
）
14
（

秋
」。

　

こ
こ
か
ら
、
清
二
の
俗
名
が
た
め

0

0

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
彼
ら
が
何
者
で
あ

る
か
を
知
る
手
掛
か
り
は
、
同
じ
く
妙
蓮
寺
に
残
る
「
嶋
田
弥
三
郎
聖
教
寄
進
長
持

銘
」
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
七
月
に
義
忠
が
妙
蓮
寺
に
寄
進

し
た
「
聖
教
御
櫃
」
す
な
わ
ち
経
典
を
入
れ
る
長
持
の
蓋
裏
に
貼
紙
墨
書
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

三
代
八
郎
左
衛
門　

義
胤
―
五
男

四
代
八
郎
左
衛
門　

義
保
―
二
代
八
郎
左
衛
門
ノ
子

五
代
八
郎
左
衛
門　

広
房
―
初
代
与
三
右
衛
門
二
男

二
代
与
三
右
衛
門　

房
恭
―
仝
上
五
男

六
代
八
郎
左
衛
門　

義
周
―
四
代
八
郎
左
衛
門
ノ
子

三
代
与
三
右
衛
門　

房
衆

初
代
善
右
衛
門　
　

義
斉
―
六
代
八
郎
左
衛
門
ノ
子

七
代
八
郎
左
衛
門　

長
房

八
代
八
郎
左
衛
門　

周
忠

九
代
八
郎
左
衛
門　

正
房

四
代
与
三
右
衛
門　

周
信

―
八
代
八
郎
左
衛
門
ノ
子

二
代
善
右
衛
門　

破
産
セ
シ
当
時
ノ
人
ニ
シ
テ
今
東
京
ニ
（
以
下
破
損
）

　

こ
の
一
覧
は
、
明
治
後
半
か
ら
昭
和
前
半
に
か
け
て
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
そ

れ
ま
で
島
田
家
に
伝
存
し
て
い
た
資
料
を
整
理
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
島
田
八
郎

左
衛
門
家
に
つ
い
て
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
一
次
資
料
で
あ
る
。

　

内
容
か
ら
見
て
、
宮
本
又
次
が
島
田
家
系
図
の
作
成
に
使
用
し
た
資
料
は
こ
れ
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
）
12
（

が
、
宮
本
の
作
成
し
た
系
図
か
ら
は
四
代
八
郎
左
衛
門
の

「
義
保
」
の
名
が
抜
け
て
い
る
。
宮
本
が
書
き
落
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
同
系
統
の

別
本
を
参
照
し
た
可
能
性
も
な
し
と
し
な
い
。
ま
た
宮
本
は
、
初
代
与
三
右
衛
門
充

房
、
三
代
八
郎
左
衛
門
義
胤
を
そ
れ
ぞ
れ
義
房
の
三
男
、
五
男
と
解
釈
し
て
系
図
を

作
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
覧
だ
け
を
見
れ
ば
充
房
と
義
胤
を
二
代
八
郎
左
衛
門
雅

茂
の
三
男
、
五
男
と
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
宮
本
が
何
か
別
の
情
報
に
も
と
づ

い
て
如
上
の
解
釈
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
資
料
か
ら
だ
け
で
は
判
断
が
つ

か
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
稿
の
こ
の
時
点
で
は
あ
え
て
私
見
を
挟
ま
ず
、
資
料
の
原
態
を
忠
実
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一
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年

し
て
い
た
）
16
（
が
、
そ
の
後
大
宮
元
誓
願
寺
北
に
転
居
し
た
（『
平
安
人
物
志
』
慶
応
三

年
版
）。

　

島
田
家
が
代
々
浄
土
宗
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
忠
や
た
め

0

0

が
法
華
宗
の

妙
蓮
寺
に
平
安
時
代
後
期
の
『
松
尾
社
一
切
経
』
な
ど
の
古
写
経
や
、
前
述
の
『
妙

法
蓮
華
経
』
を
寄
進
し
た
の
は
、
彼
ら
が
、
恵
比
須
屋
一
統
の
大
路
家
か
ら
出
た
日

扇
の
教
化
に
よ
っ
て
、
在
家
の
ま
ま
法
華
宗
八
品
門
流
へ
入
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
武
田
悟
一
に
よ
れ
ば
、
義
忠
は
二
十
二
、
三
歳
の
頃
に
八
品
門
流
に
入
信
し
、

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
は
本
門
八
品
講
を
開
講
し
て
日
扇
と
と
も
に
講
元
に
就

任
し
た
。
彼
は
教
学
研
鑽
に
必
要
な
書
物
類
を
蒐
集
し
て
譲
与
す
る
な
ど
し
て
日
扇

の
教
化
活
動
を
支
え
た
と
い
）
17
（
う
。
も
ち
ろ
ん
、
表
向
き
は
義
忠
、
た
め

0

0

と
も
浄
土
宗

の
ま
ま
で
あ
っ
）
18
（
た
。

　

そ
の
日
扇
が
、
自
ら
本
門
仏
立
講
を
興
し
た
の
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
一
月

十
二
日
で
あ
り
、
本
節
冒
頭
に
紹
介
し
た
妙
蓮
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
巻
一
か
ら

巻
七
ま
で
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
日
付
は
そ
の
わ
ず
か
十
日
後
、
同
年
同
月
二
十
二
日

で
あ
る
。
妙
蓮
寺
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
こ
の
本
門
仏
立
講
の
拠
点
で
あ
っ
た

か
ら
、
日
扇
の
開
講
と
た
め

0

0

の
写
経
奉
納
と
の
間
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
各
巻
の
奥
書
を
見
る
と
、
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
は
島
田
八
郎
左
衛
門
家
や

大
路
家
な
ど
恵
比
須
屋
一
統
の
戒
名
を
列
挙
し
、
そ
の
「
謗
罪
消
滅
」
を
祈
念
し
て

い
る
。
ま
た
、
巻
六
で
は
島
田
氏
、
岩
城
氏
、
俣
野
氏
、
前
田
氏
、
谷
口
氏
の
「
先

祖
代
々
諸
幽
魂
」
の
「
謗
法
罪
消
滅
」
を
、
巻
七
で
は
「
惣
日
本
国
中
門
流
持
経
者

面
々
、
別
、
京
、
尼
崎
、
高
松
、
江
戸
、
大
坂
信
者
面
々
」、
す
な
わ
ち
本
門
仏
立

講
の
各
拠
点
に
お
け
る
信
者
の
「
信
心
増
進
、
弘
通
開
運
」
を
祈
願
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
た
め

0

0

が
島
田
家
代
々
の
宗

門
に
背
い
て
本
門
仏
立
講
に
入
信
す
る
に
あ
た
り
、
先
祖
の
回
向
を
祈
り
、
あ
わ
せ

昨
年
初
秋
無
六
年
時
辞
也　

行
年
五
十
六
才

為
慈
父
錦
華
斎
稟
誉
菊
翁
宗
二
居
士

今
年
一
周
忌
正
当　
　

俗
名
嶋
田
八
郎
左
衛
門
周
忠

本
能
寺
八
品
講
衆
頭

嶋
田
弥
三
郎義

忠
（
花
押
）

生
年
二
八

祖
先
追
福
家
門
繁
）
15
（
栄

　

義
忠
は
父
周
忠
の
一
周
忌
に
当
た
り
、「
祖
先
追
福
家
門
繁
栄
」
を
祈
っ
て
寄
進

を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
忠
は
八
代
八
郎
左
衛
門
周
忠
す
な
わ
ち
菊

廼
舎
真
恵
美
の
子
で
あ
り
、
義
忠
の
母
た
め

0

0

は
ほ
か
な
ら
ぬ
周
忠
の
妻
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
裏
づ
け
る
の
が
、
三
井
文
庫
蔵
『
天
保
十
三
寅
年
五
月
両
替
町
御
貸
地
人

別
改
帳
』
の
う
ち
の
「
姉
小
路
下
ル
町
人
別
改
」（
続
六
四
四
四
―
一
）
に
見
え
る

次
の
記
述
で
あ
る
。

拝
借
人　
　
　

御
為
替
御
用
達

嶋
田
八
郎
左
衛
門

妻　

た
め

悴　

田
之
助

同　

弥
三
郎

（
以
下
略
）

　

弥
三
郎
義
忠
の
兄
田
之
助
は
、
二
―
四
で
紹
介
す
る
よ
う
に
四
代
与
三
右
衛
門
周

信
で
あ
る
。
義
忠
は
、『
平
安
人
物
志
』
嘉
永
五
年
版
に
「
源
義
忠　

文
雅　

号
蓮

真　

両
替
町
三
条
北　

島
田
弥
三
郎
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）
ま
で
は
両
替
町
三
条
北
（
す
な
わ
ち
両
替
町
姉
小
路
下
ル
）
に
母
や
弟
と
同
居
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

女　
⑱真

　

寂
院
静
誉
本
然
宗
運
居
士　
⑲貞

　

松
院
理
誉
清
智
善
女　
⑳報

　

国
院
即
誉
不

退
宗
忍
居
士　

㉑智
　

光
院
照
誉
清
忍
善
女　
㉒拳

　

徳
院
開
誉
掌
山
宗
一
居
士　
㉓錦

　

華

斎
稟
誉
菊
翁
宗
二
居
士　
㉔諄

　

恭
園
妙
誉
清
二
禅
定
尼　

実
応
童
子　

理
幻
童
子　

清
玉
童
女　

在
円
童
子　

宗
融
童
子　

宗
還
童
子　

浄
月
清
暉
童
女　

謗
罪

消
）
20
（
滅

　

島
田
八
郎
左
衛
門
家
で
は
戒
名
に
代
々
「
宗
」
の
字
を
用
い
て
お
り
、
次
節
で
紹

介
す
る
西
住
院
の
過
去
帳
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
が
前
節
の
家
系
覚
書
で

示
し
た
歴
代
の
八
郎
左
衛
門
と
与
三
右
衛
門
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
と
と
も
に
並
べ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
①
清
巌
院
元
誉
了
翁
宗
全
居
士
は
初
代

八
郎
左
衛
門
義
房
（
号
宗
全
）
で
、
②
芳
讃
院
明
誉
照
室
清
光
大
姉
は
そ
の
妻
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　

過
去
帳
の
記
述
は
得
て
し
て
断
片
的
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
与
三
右
衛
門
妻
」
と

だ
け
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
が
何
代
目
の
与
三
右
衛
門
を
指
し
て
い
る
の
か
判

断
が
つ
き
に
く
い
。
本
資
料
は
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
巻
二
の
末
尾
に
は
、
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
「
童
子
」「
童

女
」
の
戒
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。「
理
幻
童
子
」
が
過
去
帳
に
「
寛
延
二
年
十
月

三
日　

八
良
左
衛
門　

子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
以
外
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
手
掛
か
り

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
歴
代
八
郎
左
衛
門
お
よ
び
与
三
右
衛
門
の
子
供
た
ち
で
あ

ろ
う
か
。

二
―
三　

島
田
家
過
去
帳
と
墓
碑
銘
に
よ
る
人
物
推
定 

　

―
　

八
代
八
郎
左
衛
門
ま
で

　

島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
墓
碑
は
、
京
都
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
に
あ
る
。
そ
こ
に
見

出
し
得
た
五
十
六
名
分
の
墓
碑
銘
を
手
掛
か
り
に
、
同
寺
の
宿
坊
西
住
院
の
戸
川
隆

博
氏
に
、
過
去
帳
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
教
示
を
得
た
。
本
来
な
ら
ば
全
て
の
人

て
本
門
仏
立
講
の
興
隆
を
願
っ
て
写
経
奉
納
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
り
わ
け
、
た
め

0

0

に
は
夫
で
あ
っ
た
真
恵
美
の
後
世
を
願
う
気
持
ち
が
強
く
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
真
恵
美
と
義
忠
父
子
の
間
に
義
忠
の
八
品
門
流
入

信
を
め
ぐ
っ
て
確
執
が
生
じ
、
そ
の
た
め
真
恵
美
の
晩
年
が
必
ず
し
も
安
楽
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。
日
扇
に
よ
れ
ば
、
真
恵
美
の
晩
年
に
は
次
の
よ
う
な

出
来
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。

嶋
田八郎
右
ヱ
門
　
隠
居

宗
二
ハ
黒
谷
ノ
方
丈
ニ
シ
カ
ラ
レ
テ　

信
者　

息
弥
二マ
マ

郎
ヲ
勘
当
セ
ン
ト

書
状
ヲ
認
メ
ナ
ガ
ラ
中
風
ト
ナ
リ
口
則
閉
塞
セ
）
19
（
リ

　
「
宗
二
」
と
は
、
先
述
の
嘉
永
四
年
「
嶋
田
弥
三
郎
聖
教
寄
進
長
持
銘
」
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
真
恵
美
の
号
で
あ
る
。「
黒
谷
」
は
、
島
田
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
浄
土
宗
金
戒
光
明
寺
を
指
す
。
真
恵
美
は
同
寺
か
ら
、
息
子
で
あ
る
義
忠
が
密
か

に
法
華
宗
八
品
門
流
に
入
信
し
た
こ
と
を
咎
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
義
忠
を
勘
当

す
る
手
紙
を
書
い
た
も
の
の
、
お
そ
ら
く
心
労
の
あ
ま
り
中
風
す
な
わ
ち
脳
卒
中
で

倒
れ
、
言
語
障
害
を
発
症
し
た
と
い
う
。
た
め

0

0

や
義
忠
が
た
び
た
び
写
経
や
経
典
の

奉
納
を
お
こ
な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
真
恵
美
に
対
す
る
贖
罪
の
念
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
巻
一
と
巻
二
の
奥
書
に
列
挙
さ
れ
た
戒
名
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
便

宜
上
そ
れ
ぞ
れ
の
右
肩
に
番
号
を
付
し
た
。

巻
一　
①清

　

巌
院
元
誉
了
翁
宗
全
居
士　
②芳

　

讃
院
明
誉
照
室
清
光
大
姉　
③放

　

光
院
現

誉
瑞
嶽
宗
讃
居
士　
④載

　

蓮
院
浄
誉
瑞
光
清
運
法
尼　
⑤天

　

真
院
全
誉
蒙
光
宗
惇
居

士　
⑥善

　

思
院
用
誉
清
淑
禅
女　
⑦春

　

芳
院
清
誉
妙
蓮
禅
女　
⑧體

　

量
院
真
誉
智
光
宗

林
居
士　
⑨浄

　

池
院
蓮
誉
清
薫
善
女　

謗
罪
消
滅

巻
二　
⑩現

　

成
院
超
誉
孝
山
宗
義
居
士　
⑪清

　

法
院
入
誉
大
心
恵
海
禅
尼　
⑫証

　

源
院
円

誉
乗
願
宗
甫
居
士　
⑬開

　

華
院
源
誉
清
信
善
女　
⑭浄

　

林
院
心
誉
清
月
宗
玄
居
士　

⑮冷
　

地
院
宝
誉
清
蓮
善
女
⑯

　　

 

覚誉久

了
院
遠
誉
不
妨
聞
声
居
士　
⑰浄

　

體
院
寂
誉
清
円
信
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一
五
年

夫
妻
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
次
の
④
清
運
法
尼
に
つ
い
て
の
過

去
帳
の
記
述
で
あ
る
。

④
載
蓮
院
浄
誉
瑞
光
清
運
法
尼　

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
九
月
十
六
日　

弥
左

ヱ
門
母　

政高田
氏女

　
『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
の
記
載
順
序
か
ら
見
て
、
③
の
宗
讃
の
妻
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
る
。「
弥
左
ヱ
門
母
」
と
あ
る
が
、
そ
の
「
弥
左
ヱ
門
」
は
、
⑩
の

宗
義
す
な
わ
ち
四
代
八
郎
左
衛
門
義
保
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
推
定
は
、

義
保
が
雅
茂
の
子
で
あ
る
と
す
る
家
系
覚
書
の
記
述
に
符
合
す
る
。

⑤
天
真
院
全
誉
蒙
光
宗
惇
居
士　

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
二
月
五
日　

四
代

八
良
左
ヱ
門　

光
房

　
『
花
彙
』
を
編
ん
だ
初
代
与
三
右
衛
門
充
房
と
考
え
ら
れ
る
。
家
系
覚
書
に

よ
れ
ば
、
初
代
義
房
か
二
代
雅
茂
の
三
男
。
た
だ
し
、
過
去
帳
に
は
「
四
代
八

良
左
ヱ
門
」
と
あ
り
、
⑥
と
合
わ
せ
て
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

⑥
善
思
院
用
誉
清
淑
禅
女　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
八
月
二
十
九
日　

与
三
右

ヱ
門
妻　

香
川
氏

　

充
房
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
。
医
家
香
川
修
庵
（
天
和
三
―
宝
暦
五
年
〈
一
六

八
三
―
一
七
五
五
〉）
の
娘
。

⑦
春
芳
院
清
誉
妙
蓮
禅
女　

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
一
月
二
十
九
日　

繡
女　

与
三
右
ヱ
門
妻

　

充
房
の
後
妻
か
。『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
の
配
列
か
ら
推
定
。

⑧
體
量
院
真
誉
智
光
宗
林
居
士　

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
五
月
八
日　

八
良
左

ヱ
門
義
胤

　

三
代
八
郎
左
衛
門
義
胤
で
あ
る
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
一
月
の
日
付

を
持
つ
〔
島
田
宗
惇
家
訓
〕
に
、

物
に
つ
い
て
紹
介
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
定
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
人
物
も
多
く
あ
り
、
ま
た
行
論
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
前
節
の
妙

蓮
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
・
巻
二
奥
書
に
記
さ
れ
た
①
か
ら
㉔
ま
で
の
戒
名
に

つ
い
て
、
㉔
以
外
は
ま
ず
一
行
目
に
過
去
帳
の
記
載
内
容
を
記
し
（
た
だ
し
括
弧
内

の
西
暦
は
青
山
に
よ
る
）、
墓
碑
銘
と
過
去
帳
の
記
述
に
齟
齬
が
見
ら
れ
る
場
合
は

そ
の
旨
を
注
記
し
た
上
で
、
人
物
の
推
定
と
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、

可
能
な
限
り
略
歴
と
関
係
資
料
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

①
清
巌
院
元
誉
了
翁
宗
全
居
士　

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
七
月
廿
三
日　

義

房
　

前
述
の
家
系
覚
書
と
過
去
帳
に
よ
り
、
初
代
八
郎
左
衛
門
義
房
で
間
違
い
な

い
。
号
、
宗
全
。
島
田
武
彦
家
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
初
代
義
房
家
訓
」（
正
徳

二
年
〈
一
七
一
二
〉
五
月
）、「
島
田
義
房
・
茂
雅
家
訓
」（
享
保
七
年
〈
一
七

二
二
〉
九
月
）
な
る
も
の
が
、
か
つ
て
同
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
）
21
（
う
。

②
芳
讃
院
明
誉
光
室
清
光
大
姉　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
十
月
九
日

　

墓
碑
銘
お
よ
び
前
節
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
で
は
、「
光
室
」
を
「
照
室
」

と
す
る
。
①
と
同
じ
墓
碑
に
並
ん
で
戒
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
『
妙
法
蓮

華
経
』
奥
書
と
に
よ
り
、
初
代
八
郎
左
衛
門
義
房
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
。
戒
名

は
、
墓
碑
銘
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
に
あ
る
「
照
室
」
を
採
る
。
過
去
帳
の

「
光
室
」
は
、
そ
の
下
の
「
清
光
」
に
引
き
ず
ら
れ
た
書
き
誤
り
と
見
る
。

③
放
光
院
現
誉
瑞
嶽
宗
讃
居
士　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
七
月
十
日　

茂
房　

弥
右
ヱ
門
茂
房

　

二
代
目
八
郎
左
衛
門
雅
茂
と
推
定
さ
れ
る
。
推
定
の
根
拠
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
家
系
覚
書
に
も
過
去
帳
に
も
、「
弥
右
衛
門
」
と
い
う
通
称
を
持
つ
人

物
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
し
か
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
名
に
「
茂
」
の
字
を
持
つ
人

物
も
他
に
い
な
い
こ
と
、『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
に
お
い
て
初
代
八
郎
左
衛
門
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

代
与
三
右
衛
門
房
恭
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
安
永
七
年
〔
島
田
宗
惇
家
訓
〕

の
奥
書
に
は
、
宗
惇
、
八
郎
左
衛
門
、
与
三
右
衛
門
、
善
右
衛
門
、
勇
蔵
の
署

名
が
あ
る
。
島
田
家
で
は
隠
居
の
際
に
「
宗
」
の
付
く
号
を
名
乗
る
よ
う
に
な

る
の
が
通
例
で
、
こ
の
安
永
七
年
以
前
に
充
房
は
隠
居
し
て
宗
惇
を
名
乗
り
、

与
三
右
衛
門
の
名
を
二
代
目
房
恭
に
譲
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
本
も
、
こ
こ

で
の
八
郎
右
衛
門
を
六
代
義
周
、
与
三
右
衛
門
を
房
恭
と
し
て
い
）
23
（
る
。

　

家
系
覚
書
に
よ
れ
ば
、
房
恭
は
初
代
与
三
右
衛
門
充
房
の
五
男
で
あ
る
。
墓

碑
が
、
山
頂
付
近
の
八
郎
左
衛
門
家
の
墓
域
で
は
な
く
、
山
腹
に
あ
る
与
三
右

衛
門
家
の
墓
域
の
一
角
、
⑤
宗
惇
こ
と
充
房
の
墓
碑
の
並
び
に
あ
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
裏
づ
け
よ
う
。

⑬
開
華
院
源
誉
清
信
善
女　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
十
九
日　

幸　

与
三

右
ヱ
門
妻

　

二
代
与
三
右
衛
門
房
恭
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
浄
林
院
心
誉
清
月
宗
玄
居
士　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
六
月
廿
九
日　

八
良

左
ヱ
門

　

六
代
八
郎
左
衛
門
義
周
と
考
え
ら
れ
る
。
家
系
覚
書
に
よ
れ
ば
、
四
代
八
郎

左
衛
門
義
保
の
子
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
⑱
の
五
代
八
郎
左
衛
門
広
房
は
安
永

二
年
（
一
七
七
三
）
に
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
後
ほ
ど
改
め
て
触
れ
る

が
、
㉒
の
宗
一
が
七
代
八
郎
左
衛
門
を
嗣
い
だ
の
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一

六
）
で
あ
る
。
そ
の
間
八
郎
左
衛
門
を
務
め
た
人
物
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
宗
玄
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

⑮
冷
地
院
宝
誉
清
蓮
善
女　

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
七
月
五
日　

八
良
左
ヱ

門
母

　

六
代
八
郎
左
衛
門
義
周
の
妻
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。『
妙
法
蓮
華
経
』

奥
書
の
配
列
か
ら
見
て
、
こ
の
位
置
に
は
⑭
宗
玄
の
妻
が
置
か
れ
て
然
る
べ
き

　

一　

主
人
家
法
事
承
リ

　
　
　
　

御
先
祖
様　
　
　
　
　
　

八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

宗并
林

　
　
　
　
　

宗
僭　
　
　
　
　
　
　

善
右
衛
門

　
　
　
　
　

宗
蓮　
　
　
　
　
　
　

勇
）
22
（
蔵

と
、
宗
林
の
二
十
三
回
忌
法
要
に
つ
い
て
の
指
示
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
浄
池
院
蓮
誉
清
薫
禅
女　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
九
月
三
十
日　

八
良
左
ヱ

門
義
胤
妻

　
『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
は
「
禅
女
」
を
「
善
女
」
と
す
る
。
過
去
帳
の
通
り
、

三
代
八
郎
左
衛
門
義
胤
の
妻
で
あ
る
。

⑩
現
成
院
超
誉
孝
山
宗
義
居
士　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
十
二
月
十
日　

弥
左

ヱ
門　

八
良
左
ヱ
門
父

　

四
代
八
郎
左
衛
門
義
保
と
推
定
さ
れ
る
。
根
拠
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書

の
配
列
、
お
よ
び
二
代
八
郎
左
衛
門
雅
茂
の
妻
と
推
定
さ
れ
る
④
清
運
法
尼
を

「
弥
左
ヱ
門
母
」
と
す
る
過
去
帳
の
記
述
が
、
義
保
を
雅
茂
の
子
と
す
る
家
系

覚
書
の
そ
れ
と
符
合
す
る
点
で
あ
る
。

⑪
清
法
院
入
誉
大
心
慧
海
禅
尼　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
九
月
十
六
日　

八
良

左
ヱ
門
母

　

⑩
宗
義
こ
と
義
保
の
妻
で
あ
ろ
う
。「
八
良
左
ヱ
門
母
」
と
あ
る
が
、
こ
こ

に
言
う
「
八
良
左
ヱ
門
」
と
は
、
家
系
覚
書
が
義
保
の
子
と
す
る
⑭
六
代
八
郎

左
衛
門
義
周
を
指
す
か
。

⑫
証
源
院
円
誉
乗
願
宗
甫
居
士　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
十
日　

与
三
右

ヱ
門

　

家
系
覚
書
に
載
る
「
与
三
右
衛
門
」
は
三
人
存
在
す
る
が
、
初
代
は
⑤
の
充

房
で
あ
る
か
ら
、『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
の
配
列
か
ら
見
て
、
こ
の
宗
甫
が
二
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

出
て
い
）
24
（
る
。
二
代
与
三
右
衛
門
房
恭
が
同
年
三
月
に
没
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

う
新
与
三
右
衛
門
の
襲
名
と
家
屋
敷
の
譲
渡
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
時
の
「
八
郎
左
衛
門
」
は
、
六
代
義
周
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

房
衆
が
そ
の
義
周
の
従
弟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
房
衆
の
父
が
義
周
の
父
義

保
の
兄
弟
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
こ
の
宗
忍
の
墓
碑
は
与
三
右
衛

門
家
の
墓
域
で
は
な
く
、
八
郎
左
衛
門
家
の
墓
域
に
あ
る
。
ま
た
、
房
衆
が
家

屋
敷
を
娘
た
い
に
譲
っ
て
隠
居
し
た
の
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
六
）
十
月

の
こ
と
で
あ
っ
）
25
（
た
。

㉑
智
光
院
照
誉
清
忍
善
女　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
二
十
三
日　

琴　

与
三
右
ヱ
門
妻

　

三
代
与
三
右
衛
門
房
衆
の
妻
で
あ
ろ
う
。

㉒
拳
徳
院
開
誉
掌
山
宗
一
居
士　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
二
月
十
日　

宗
一

　

七
代
八
郎
左
衛
門
長
房
で
あ
る
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
六
）
十
月
二
十
四

日
、
三
代
与
三
右
衛
門
房
衆
が
相
続
人
を
従
弟
の
金
蔵
事
八
郎
左
衛
門
か
ら
娘

た
い

0

0

に
変
更
）
26
（

し
、
た
だ
ち
に
た
い

0

0

に
家
屋
敷
を
譲
っ
て
隠
居
し
た
。
そ
の
証
人

に
な
っ
た
の
は
、
蛸
薬
師
新
町
東
入
町
の
蛭
子
屋
次
郎
右
衛
門
す
な
わ
ち
大
路

次
郎
右
衛
門
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
奥
書
は
新
町
通
蛸
薬
師
下
ル
町
の
島
田
八
郎

左
衛
門
が
記
し
て
い
）
27
（

る
。
そ
し
て
、
こ
の
同
じ
八
郎
左
衛
門
は
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
九
月
に
は
「
八
郎
左
衛
門
事
嶋
田
宗
一
」
と
名
乗
っ
て
い
）
28
（

る
。

　

つ
ま
り
、
長
房
は
前
名
金
蔵
、
文
化
十
二
年
に
八
郎
左
衛
門
を
襲
名
し
、
文

政
十
一
年
頃
に
隠
居
し
て
宗
一
と
改
名
し
た
。
ま
た
右
の
文
書
か
ら
、
長
房
は

三
代
与
三
右
衛
門
房
衆
の
従
弟
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
そ
の
房
衆
は
、

先
述
の
通
り
六
代
八
郎
左
衛
門
義
周
の
従
弟
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
長

房
は
義
周
の
子
で
は
な
く
弟
か
従
弟
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

㉓
錦
華
齋
稟
誉
菊
翁
宗
二
居
士　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
七
月
二
十
六
日　

八

で
あ
る
。
宗
玄
は
、
安
永
二
年
か
ら
文
化
十
二
年
ま
で
、
実
に
四
十
三
年
間
八

郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
妻
を
娶
ら
な
か
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
過
去
帳
に
は
「
八
良
左
ヱ
門
母
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
代
目

の
八
郎
左
衛
門
を
指
す
の
か
は
不
詳
。

⑯
覚
了
院
遠
誉
不
妨
聞
聲
居
士　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
八
月
十
九
日　

嶋
田

氏　

林
六
良
兵
ヱ

　

未
考
。

⑰
浄
體
院
寂
誉
清
円
信
女　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
七
月
九
日　

與
市
娘　

綿

屋
大
兵
ヱ
妻

　

未
考
。

⑱
真
寂
院
静
誉
本
然
宗
運
居
士　

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
月
十
日　

五
代
広

房　

八
良
左
ヱ
門
広
房

　

過
去
帳
の
記
述
か
ら
五
代
八
郎
左
衛
門
広
房
で
間
違
い
な
い
。
墓
碑
が
、
⑫

の
房
恭
と
同
様
、
与
三
右
衛
門
家
の
墓
域
の
一
角
、
す
な
わ
ち
⑤
宗
惇
の
墓
碑

の
左
隣
に
あ
る
こ
と
も
、
家
系
覚
書
の
「
初
代
与
三
右
衛
門
二
男
」
と
い
う
記

述
に
見
合
う
。

⑲
貞
松
院
理
誉
清
智
善
女　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
三
月
十
三
日　

貞
女　

広

房
妻

　

五
代
八
郎
左
衛
門
広
房
の
妻
。

⑳
報
国
院
即
誉
不
退
宗
忍
居
士　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
閏
八
月
十
九
日　

与

三
右
ヱ
門
精
造

　

初
代
与
三
右
衛
門
は
⑤
の
充
房
、
二
代
は
⑫
の
房
恭
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ

は
三
代
与
三
右
衛
門
房
衆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

五
月
二
十
四
日
に
「
八
郎
左
衛
門
」
が
、
西
洞
院
通
蛸
薬
師
下
ル
古
西
町
の
家

屋
敷
を
「
従
弟
善
右
衛
門
事
与
三
右
衛
門
江
譲
渡
」
す
る
旨
、
町
年
寄
に
届
け
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

　
『
妙
法
蓮
華
経
』
奥
書
の
こ
の
戒
名
は
、
㉓
の
宗
二
こ
と
真
恵
美
の
妻
た
め

0

0

の
生
前
戒
名
と
推
測
さ
れ
る
。
た
め

0

0

は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
二
十
九

日
（
過
去
帳
に
よ
る
。
墓
碑
銘
は
「
慶
応
二
年
五
月
一
日
」）
に
六
十
七
歳
で

没
し
、「
麗
荘
園
祥
誉
瑞
顔
清
二
善
女
」（
過
去
帳
に
よ
る
。
墓
碑
銘
は
「
祥
誉

清
二
善
女
」）
と
い
う
戒
名
を
与
え
ら
れ
て
真
恵
美
と
同
じ
墓
に
葬
ら
れ
た
。

　

こ
の
「
諄
恭
園
妙
誉
清
二
禅
定
尼
」
が
た
め

0

0

の
生
前
戒
名
で
あ
れ
ば
、
没
後

の
戒
名
と
相
違
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
真
恵
美
の
直
後
に
置
か
れ
た
『
妙
法
蓮

華
経
』
奥
書
の
配
列
、「
清
二
」
と
い
う
号
、
お
よ
び
院
号
の
直
後
に
「
妙
」

と
い
う
字
を
置
く
の
が
法
華
宗
に
よ
く
見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
た
め

0

0

が
先
述
の

通
り
法
華
宗
系
の
本
門
仏
立
講
に
入
信
し
自
ら
「
尼
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
、

真
恵
美
が
前
妻
を
持
っ
た
形
跡
が
な
い
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
を
た0

め0

と
見
な
す
の
が
考
え
方
と
し
て
は
最
も
自
然
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
た
め

0

0

が

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
奥
書
に
自
ら
の
生
前
戒
名
も
記
し
、
そ
れ
を
奉
納
し
た
の

は
、
先
祖
の
み
な
ら
ず
自
ら
の
罪
障
消
滅
の
祈
願
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
㉓
真
恵
美
と
㉔
た
め

0

0

が
葬
ら
れ
た
墓
碑
の
左
側
面
に
は
、
墓
碑
建
立
に
関

す
る
次
の
よ
う
な
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

是
吾
考
妣
之
墓
也
。
但
考
火
葬
于
此
、
妣
土
葬
於
他
所
矣
。
既
而
吾
妹
蒼
室
清

海
善
女
、
又
火
葬
於
此
、
吾
児
真
覚
宗
源
童
子
、
土
葬
於
此
。
此
皆
宜
別
葬
者
、

数
侵
父
祖
葬
地
。
無
復
尊
卑
長
幼
之
礼
。
蓋
当
時
有
故
出
不
得
已
之
議
也
。
自

今
之
後
、
不
論
火
葬
土
葬
、
児
孫
之
葬
、
一
向
不
得
侵
埋
于
此
焉
。
吾
恐
失
如

事
生
之
礼
也
。
記
一
言
以
告
後
之
展
此
墓
者
。
不
肖
周
義
記
。

　
（
書
き
下
し

―
是
れ
吾
が
考
妣
の
墓
也
。
但
し
考
は
此
に
火
葬
せ
ら
れ
、

妣
は
他
所
に
土
葬
せ
ら
る
。
既
に
し
て
吾
妹
蒼
室
清
海
善
女
も
又
此
に
火
葬
せ

ら
れ
、
吾
児
真
覚
宗
源
童
子
は
此
に
土
葬
せ
ら
る
。
此
れ
皆
別
葬
す
る
を
宜う

べ

な

代
八
郎
左
衛
門　

周
忠　

宗
二

　

墓
碑
銘
は
「
菊
翁
宗
二
居
士
」。
八
代
八
郎
左
衛
門
周
忠
す
な
わ
ち
菊
廼
舎

真
恵
美
そ
の
人
で
あ
る
。
二
―
一
で
紹
介
し
た
「
嶋
田
弥
三
郎
聖
教
寄
進
長
持

銘
」
に
よ
り
、
享
年
五
十
六
歳
。
す
な
わ
ち
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
生
ま

れ
。
両
替
町
の
宗
門
人
別
帳
か
ら
、
家
族
に
妻
た
め

0

0

、
長
男
田
之
助
（
四
代
与

三
右
衛
門
周
信
、
の
ち
八
之
助
、
文
政
五
―
明
治
三
年
〈
一
八
二
二
―
一
八
七

〇
〉）、
次
男
弥
三
郎
（
義
忠
）、
娘
に
き
せ

0

0

（
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉
生
）

な
ど
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
九
月
二
十
八
日
付
で
島
田
八
郎
左
衛
門
周
忠
か

ら
竹
川
彦
三
郎
等
宛
に
提
出
さ
れ
た
〔
島
田
八
郎
左
衛
門
御
用
方
譲
渡
一
件
通

知
書
〕（
三
井
文
庫
蔵
、
続
二
四
二
七
―
一
四
―
八
）
に
は
、

拙
者
儀
、
兼
而
相
願
候
通
、
近
来
多
病
罷
成
、
御
用
難
相
勤
候
ニ
付
、
弟

与
三
郎
江
御
用
方
相
譲
度
旨
、
当
夏
中
申
出

と
、
多
病
に
よ
り
「
弟
与
三
郎
」
に
御
用
方
を
譲
る
旨
が
記
さ
れ
、
ま
た
同
年

十
月
二
日
付
〔
島
田
八
郎
左
衛
門
御
用
名
前
譲
替
ニ
付
通
達
書
〕（
同
、
続
二

四
二
七
―
一
四
―
七
）
の
奥
書
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋与三
郎
事

田
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
房
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋八郎
左
衛
門
事

田
宗
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
（
花
押
）

と
い
っ
た
具
合
に
、
隠
居
後
の
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

七
代
長
房
が
隠
居
し
た
の
が
文
政
十
一
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
真
恵
美

が
八
代
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
の
は
、
文
政
十
一
年
頃
か
ら
天
保
十
三
年
頃

の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㉔
諄
恭
園
妙
誉
清
二
禅
定
尼
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

八
月
二
十
九
日　

八
良
左
ヱ
門
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
正
房
で
あ
ろ
う
。
島
田

ひ
ろ
子
氏
所
蔵
の
過
去
帳
に
は
、「
新
町
の
八
郎
左
衛
門
（
戒
名　

宗
翁
）」
と

記
さ
れ
て
い
る
由
。
七
代
八
郎
左
衛
門
長
房
も
住
ん
だ
新
町
通
蛸
薬
師
下
ル
町

の
家
を
居
宅
と
し
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
三
月
に
、
和
学
者
城
戸
千
楯
を
筆
頭
と
す
る
文

雅
サ
ー
ク
ル
鐸ぬ

で

舎の
や

の
執
事
十
五
名
の
連
名
で
、
社
中
の
人
々
に
『
鐸
舎
類
題

集
』
へ
の
投
稿
を
呼
び
掛
け
る
書
状
刷
り
物
が
配
付
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
）
29
（
が
、

前
か
ら
数
え
て
四
番
目
に
「
嶋
田
周
忠
」
が
、
後
ろ
か
ら
二
番
目
に
「
嶋
田
正

房
」
の
名
が
見
え
る
。

　

牧
健
二
「
明
治
初
年
島
田
家
御
用
金
関
係
資
）
30
（
料
」
は
、
閉
店
時
の
八
郎
左
衛

門
を
九
代
目
と
し
て
い
る
が
、
か
り
に
そ
れ
が
正
房
だ
と
す
れ
ば
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
に
閉
店
の
危
機
に
直
面
し
た
島
田
組
の
救
済
に
つ
い
て
、
翌
年

七
月
二
十
五
日
に
佐
久
間
長
敬
・
有
馬
純
雄
・
今
泉
利
春
な
る
者
が
連
名
で
大

蔵
省
に
提
出
し
た
次
の
歎
願
書
の
言
葉
と
齟
齬
が
生
じ
よ
う
。

御
維
新
ノ
際
ニ
当
リ
、
辱
ク
モ
岩
倉
殿
ノ
辟
ニ
応
ジ
、
親
シ
ク
出
納
御
多

端
ノ
折
柄
、
御
用
途
向
厚
ク
尽
力
致
ス
可
ク
ト
ノ
教
諭
ヲ
蒙
レ
リ
。
夫
レ

僅
々
タ
ル
一
商
齢
未
ダ
弱
冠
ニ
踰
ヘ
ズ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

シ
テ
、
斯
ル
重
大
ノ
教
諭
ヲ
辱
ク

ス
ル
ハ
、
実
ニ
一
世
ノ
光
栄
、
感
銘
モ
啻
ナ
ラ
）
31
（

ズ
（
傍
点
は
青
山
）

八
代
八
郎
左
衛
門
周
忠
（
真
恵
美
）
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
生
ま
れ
で
、

そ
の
弟
正
房
が
、
明
治
八
年
の
時
点
で
「
齢
未
ダ
弱
冠
ニ
踰
ヘ
ズ
」
と
い
う
こ

と
は
あ
る
ま
い
。
維
新
後
の
八
郎
左
衛
門
は
十
代
目
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

十
代
八
郎
左
衛
門

　

右
に
述
べ
た
通
り
、
九
代
八
郎
左
衛
門
正
房
と
維
新
後
の
八
郎
左
衛
門
は
別

人
と
考
え
ら
れ
る
。
過
去
帳
に
、「
主
釜
斎
雅
誉
画
学
宗
貫
居
士　

明
治
十
六

年
（
一
八
八
三
）
四
月
十
九
日　

八
良
左
ヱ
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
十

ふ
は
、
し
ば
し
ば
父
祖
の
葬
地
を
侵
す
。
復
た
尊
卑
長
幼
の
礼
な
し
。
蓋
し
当

時
故
有
り
て
已
む
を
得
ざ
る
の
議
に
出
る
な
り
。
自
今
の
後
は
火
葬
土
葬
を
論

ぜ
ず
、
児
孫
の
葬
は
一
向
侵
し
て
此
に
埋
む
こ
と
を
得
ず
。
吾
、
生
に
事
ふ
る

が
如
き
の
礼
を
失
は
ん
こ
と
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
一
言
を
記
し
て
、
以
て
後
の

此
の
墓
を
展
く
者
に
告
ぐ
。
不
肖
周
義
記
す
。）

　
「
周
義
」
が
真
恵
美
の
息
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
問
題
は
、
そ
れ
が
長

男
の
四
代
与
三
右
衛
門
周
信
（
前
名
田
之
助
、
の
ち
八
之
助
）
か
次
男
弥
三
郎
義
忠

か
で
あ
る
が
、
同
じ
墓
に
埋
葬
し
た
と
「
周
義
」
が
記
す
そ
の
妹
「
蒼
室
清
海
善

女
」（
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
十
月
二
日
没
）
に
つ
い
て
、
過
去
帳
に
は
「
施
主

八
之
助
」
と
あ
る
か
ら
、「
蒼
室
清
海
善
女
」
の
埋
葬
の
責
任
を
負
っ
た
八
之
助
、

す
な
わ
ち
四
代
与
三
右
衛
門
周
信
が
「
周
義
」
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
。

　

右
の
言
に
よ
れ
ば
、
真
恵
美
と
た
め

0

0

は
一
時
別
葬
さ
れ
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
は
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
い
う
。
弥
三
郎
義
忠
と
清
二
尼
こ
と
た
め

0

0

の
本
門
仏

立
講
入
信
に
か
ら
み
、
こ
の
家
族
の
埋
葬
を
め
ぐ
っ
て
複
雑
な
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。
な
お
、
周
信
の
子
「
真
覚
宗
源
童
子
」
は
過
去
帳
に
、「
元
五

良　

九
才
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
―
四　

人
物
推
定
　

―
　

九
代
八
郎
左
衛
門
以
降

　

本
節
で
は
、
家
系
覚
書
に
掲
げ
ら
れ
た
九
代
八
郎
左
衛
門
以
降
の
人
物
に
つ
い
て
、

判
明
し
た
限
り
を
簡
潔
に
記
し
て
お
き
た
い
。

九
代
八
郎
左
衛
門
正
房

　

㉓
八
代
八
郎
左
右
衛
門
周
忠
（
真
恵
美
）
の
項
で
紹
介
し
た
〔
島
田
八
郎
左

衛
門
御
用
方
譲
渡
一
件
通
知
書
〕
に
よ
り
、
真
恵
美
の
弟
与
三
郎
で
間
違
い
な

い
。
過
去
帳
に
、「
光
赫
院
照
誉
珠
山
宗
翁
居
士　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

ア
に
つ
い
て
は
、
同
姓
同
名
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
以
上
、『
花
彙
』
編
者
と

し
て
の
島
田
充
房
と
豪
商
恵
比
須
屋
島
田
家
の
一
員
と
し
て
の
「
初
代
与
三
右
衛
門

充
房
」
と
を
結
び
つ
け
る
資
料
的
裏
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
。
イ
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
触
れ
た
よ
う
に
、
家
系
覚
書
の
記
述
と
過
去
帳
の
そ
れ
と
の
間
に
齟
齬
が
見
ら
れ

る
点
が
問
題
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
過
去
帳
の
「
天
真
院
全
誉
蒙
光
宗
惇
居
士
」
の

項
に
、「
初
代
与
三
右
衛
門
充
房
」
で
は
な
く
「
四
代
八
良
左
ヱ
門　

光0

房
」（
傍
点

青
山
）
と
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
『
花
彙
』
の
編
者
島
田
充
房
に
つ
い
て
、
該
書
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
刊
記
を
持
つ
国

会
図
書
館
本
（
大
本
二
冊
、
特
一
―
二
五
九
）
の
書
誌
の
う
ち
、
充
房
に
関
わ
る
と

こ
ろ
を
中
心
に
記
し
て
お
こ
う
。

・
見
返
し
、
単
枠
有
界
三
行
「
毎
部
有
図
章
海
内

君
子
須
認
此
為
真
（
白
文
方
形
朱
印
「
不
磷
斎
」）
／

華
彙　
初
編
／
皇
都　

文
昌
閣　
（
白
文
方
形
朱
印
「
游
高
館
」）」。

・
序
①
（
二
丁
）、「
花
彙
序
／
（
中
略
）
雍
南
氏
有
薬
卉
之
嗜
。
或
採
諸
山
或
採

諸
沢
、
種
其
根
而
看
花
弄
実
、
乃
使
工
画
者
、
図
以
蔵
焉
。
頃
者
撰
其
中
益
于

種
、
将
以
鐫
梓
斯
図
。
一
出
則
不
裹
足
諸
山
沢
而
花
実
根
葉
、
夫
人
瞭
然
乎
以

目
之
間
者
、
豈
無
益
乎
人
乎
。（
中
略
）
／
宝
暦
己
卯
（
青
山
注

―
九
年
）

春
日　

駐
景
舎
主
人
書
（
刻
印
「
景
与
之
印
」「
陸
墜
」）」。

　
（
書
き
下
し

―
雍
南
氏
は
薬
卉
の
嗜
み
あ
り
。
或
い
は
諸
を
山
に
採
り
、

或
い
は
諸
を
沢
に
採
り
、
其
の
根
を
種
え
て
花
を
看
、
実
を
弄
す
。
乃
ち
工
画

者
を
し
て
図
せ
し
め
以
て
蔵
す
。
頃
者
、
其
中
の
種
う
る
に
益
あ
る
を
撰
び
、

将
に
以
て
新
図
を
鐫
梓
せ
ん
と
す
。
一
た
び
出
れ
ば
、
則
ち
諸
を
山
沢
に
裹か

足そ
く

せ
ず
し
て
、
花
実
根
葉
、
夫
れ
人
瞭
然
乎
と
し
て
以
て
之
を
目
す
る
の
間
、
豈

に
人
に
益
無
か
ら
ん
や
。）

・
序
②
（
二
丁
）（
柱
刻
「
花
彙
序　

不
磷
斎
蔵
書
」）、「
序
／
花
彙
者
何
也
。
彙

代
八
郎
左
衛
門
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
一
月
二
十
七
日
、

維
新
期
に
新
政
府
を
支
援
し
た
功
に
よ
り
正
五
位
を
贈
ら
れ
た
。

四
代
与
三
右
衛
門
周
信

　

家
系
覚
書
の
記
す
通
り
、
八
代
八
郎
左
衛
門
の
子
で
あ
る
。
文
政
五
年
（
一

八
二
二
）
生
ま
れ
。
は
じ
め
田
之
助
。
の
ち
与
三
右
衛
門
を
名
乗
り
、
両
替
町

三
条
北
に
住
む
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
三
十
二
歳
で
病
身
を
理
由
に
引

退
し
、
八
之
助
と
改
名
。
当
時
三
歳
で
あ
っ
た
我
が
子
に
田
之
助
の
名
を
譲

っ
）
32
（
た
。

　

過
去
帳
に
は
、「
清
浄
院
刹
誉
慈
門
宗
周
居
士　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

十
二
月
十
日　

八
之
助　

四
十
九
才
」
と
あ
る
。

　

な
お
、
残
念
な
が
ら
、
家
系
覚
書
の
末
尾
に
置
か
れ
た
二
代
善
右
衛
門
に
つ
い
て

は
手
掛
か
り
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

三　

本
草
家
島
田
充
房
に
つ
い
て

三
―
一　
『
花
彙
』
の
編
者
充
房
と
初
代
島
田
与
三
右
衛
門

　

前
節
で
、
⑤
「
天
真
院
全
誉
蒙
光
宗
惇
居
士
」
を
『
花
彙
』
の
編
者
充
房
と
し
た

が
、
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
に
は
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
立
証
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。ア　

『
花
彙
』
の
編
者
で
あ
る
島
田
充
房
と
家
系
覚
書
の
「
初
代
与
三
右
衛
門
充

房
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
。

イ　

家
系
覚
書
の
「
初
代
与
三
右
衛
門
充
房
」
と
過
去
帳
の
「
天
真
院
全
誉
蒙
光

宗
惇
居
士
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

・
目
録
題
、「
花
彙　

草
之
一
（
二
）」

・
跋
（
二
丁
）（
柱
刻
「
花
彙
跋　

不
磷
斎
蔵
書
」）、「
花
彙
後
序
／
（
中
略
）
吾

友
雍
南
氏
、
性
愛
草
木
之
花
、
随
時
循
処
、
適
其
所
、
適
山
野
林
丘
。
載
笠
挟

筇
、
採
華
摭
実
、
実
数
十
年
于
茲
。
蓻
之
家
園
、
図
其
形
状
、
総
一
千
余
種
。

嘗
欲
鏤
之
梨
棗
、
以
伝
同
好
之
士
。
顧
巻
帙
浩
蕩
、
未
得
遽
爾
鳩
其
工
、
竣
其

業
。
以
為
憾
焉
。
今
歳
間
暇
、
抜
拓
若
干
種
、
以
上
木
。（
中
略
）
／
宝
暦
己

卯
夏
六
月
既
望
／
海
南
関
鐸
書
（
刻
印
「
関
鐸
之
印
」「
公
善
」）」。

　
（
書
き
下
し

―
吾
が
友
雍
南
氏
、
性
、
草
木
の
花
を
愛
し
、
時
に
随
ひ
処

に
循
ひ
、
其
の
所
に
適
け
ば
山
野
林
丘
に
適
き
て
、
笠
に
載
せ
筇つ

え

に
挟
ん
で
華

を
採
り
実
を
摭ひ

ろ

ふ
。
実
に
茲
に
数
十
年
。
之
を
家
園
に
蓻う

え
、
其
の
形
状
を
図

す
る
こ
と
、
総
じ
て
一
千
余
種
。
嘗
て
之
を
梨
棗
に
鏤
し
て
、
以
て
同
好
の
士

に
伝
へ
ん
と
欲
す
。
巻
帙
の
浩
蕩
な
る
を
顧
み
、
未
だ
遽
爾
に
し
て
其
の
工
を

鳩あ
つ

め
、
其
の
業
を
竣お

ふ
る
を
得
ず
。
以
て
憾
と
な
す
。
今
歳
間
暇
、
若
干
種
を

抜
拓
し
て
、
以
て
上
木
す
。）

・
奥
付
刊
記
、「
宝
暦
己
卯
秋
九
月
発
行
／
雒
西
彫
工　

永
嶋
六
右
衛
門
／
皇
都

書
坊　

永
田
調
兵
衛
／
花
彙
後
集
続
出
」

　

ま
た
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
刊
記
を
持
つ
増
補
版
は
、
小
野
蘭
山
の
手
に

よ
っ
て
宝
暦
九
年
刊
本
に
草
之
三
・
四
お
よ
び
木
之
一
〜
四
を
増
補
し
た
八
冊
本
で

あ
る
。
木
之
一
に
付
さ
れ
た
蘭
山
に
よ
る
序
文
か
ら
刊
行
経
緯
に
関
わ
る
箇
所
を
、

ま
た
木
之
四
に
付
さ
れ
た
充
房
に
よ
る
跋
の
全
文
を
引
こ
う
（
国
会
図
書
館
本
一
三

九
―
一
二
六
に
よ
る
）。

・
序
（
二
丁
）、「
花
彙
後
編
引
／
（
略
）
雍
南
氏
有
見
乎
此
。
広
採
遍
藝
写
生
、

成
帙
題
曰
花
彙
。
序
條
五
十
、
前
既
公
於
世
云
。
今
也
欲
復
集
輯
遺
漏
者
、
以

為
後
編
、
而
需
稿
於
余
。
余
、
佔
𠌫
之
暇
、
且
稿
且
画
、
漸
積
満
簏
属
。
繕
次

草
五
十
種
、
木
一
百
種
、
分
為
六
冊
。（
略
）
／
宝
暦
癸
未
（
青
山
注

―
十

草
木
之
形
状
、
以
伝
焉
。
夫
古
今
図
状
、
草
木
之
書
、
亡
慮
数
十
家
。
而
質
諸

其
真
、
則
疑
信
相
半
。
髣
髴
未
別
淄
澠
。
往
往
迷
罔
眩
惑
。
拠
其
図
欲
知
其
草
、

不
可
識
也
多
矣
。
余
自
小
少
愛
水
陸
草
木
之
花
。
或
跋
渉
山
嶽
、
或
徜
徉
川
海
、

近
者
舁
載
、
植
之
家
園
、
遠
者
写
真
、
以
蔵
巾
笥
。
蓋
数
十
年
于
茲
。
因
憶
図

画
之
不
精
。
無
同
捜
其
真
矣
。
於
是
暇
日
取
其
嘗
所
写
、
更
欲
詳
審
明
白
、
殆

使
逼
真
。
目
胥
而
識
之
。
然
或
依
地
之
肥
磽
、
境
之
寒
暖
、
異
其
形
状
者
、
間

亦
有
之
。
此
亦
不
可
不
知
也
。
若
夫
弁
名
正
誤
、
則
本
草
家
之
説
、
已
照
照
矣
。

不
待
余
贅
言
耳
。
以
附
之
奇
厥
氏
、
同
好
之
士
、
捜
索
百
草
于
山
于
野
、
一
携

此
図
、
則
庶
幾
莫
望
洋
之
歎
乎
。
／
宝
暦
己
卯
春
／
雍
南
田
充
房
書
（
刻
印

「
田
充
房
印
」「
歳
月
不
待
人
」）」。

　
（
書
き
下
し

―
花
彙
と
は
何
ぞ
や
。
草
木
の
形
状
を
彙あ
つ

め
、
以
て
伝
ふ
。

夫
れ
古
今
の
図
状
、
草
木
の
書
、
亡
慮
数
十
家
。
而
し
て
諸
を
其
の
真
に
質
せ

ば
、
則
ち
疑
信
相
半
ば
す
。
髣
髴
と
し
て
未
だ
淄し

じ

澠よ
う

を
別
た
ず
。
往
往
に
し
て

迷
罔
眩
惑
、
其
図
に
拠
り
て
其
の
草
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
識
る
べ
か
ら
ざ

る
や
多
し
。
余
、
小
少
よ
り
水
陸
草
木
の
花
を
愛
す
。
或
い
は
山
嶽
に
跋
渉
し
、

或
い
は
川
海
に
徜
徉
す
。
近
き
は
舁
載
し
て
之
を
家
園
に
植
え
、
遠
き
は
真
を

写
し
て
以
て
巾
笥
に
蔵
す
。
蓋
し
茲
に
数
十
年
。
因
つ
て
図
画
の
精
な
ら
ざ
る
、

と
も
に
其
の
真
を
捜
す
も
の
無
き
を
憶
ふ
。
こ
こ
に
於
て
暇
日
其
の
嘗
て
写
す

所
を
取
り
、
更
に
詳
審
明
白
な
ら
ん
と
欲
し
て
、
殆
ん
ど
真
に
逼
ら
し
む
。
目

に
胥み

て
之
を
識
る
。
然
る
に
或
い
は
地
の
肥
磽
、
境
の
寒
暖
に
依
り
て
其
の
形

状
を
異
に
す
る
者
、
ま
ま
、
ま
た
之
あ
り
。
此
れ
ま
た
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。
若
し
夫
れ
名
を
弁
じ
誤
り
を
正
せ
ば
、
則
ち
本
草
家
の
説
、
已
に
照
照

た
り
。
余
の
贅
言
を
待
た
ざ
る
の
み
。
以
て
之
を
奇
厥
氏
に
附
す
。
同
好
の
士
、

百
草
を
山
に
野
に
捜
索
す
る
に
、
一
た
び
此
図
を
携
ふ
れ
ば
、
則
ち
望
洋
の
歎

な
き
に
庶ち

幾か

か
ら
ん
か
。）
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

獣
・
魚
介
・
金
石
の
部
の
編
纂
も
企
画
し
て
い
た
が
未
刊
に
終
わ
っ
た
。
増
補
版
の

跋
末
の
印
文
か
ら
、「
西
洞
」
す
な
わ
ち
西
洞
院
通
に
住
し
た
ら
し
い
。

　

さ
て
、『
花
彙
』
序
文
の
筆
者
関
海
南
（
生
年
不
詳
―
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六

三
〉）
の
自
筆
稿
本
『
桂
山
文
稿
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
）
第
十
三
に
は
、
宝
暦
三

年
（
一
七
五
三
）
八
月
十
六
日
に
海
南
が
勧
進
し
た
「
富
永
翠
渓
翁
一
周
忌
追
善
和

歌
」
へ
の
出
詠
歌
が
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、「
源
充
房　

嶋
田
与
三

右
衛
門
」
の
次
の
よ
う
な
歌
が
見
ら
れ
る
。

　
　

秋
水

色
ふ
か
き
紅
葉
と
ゝ
も
に
な
が
れ
出
て
岩
根
も
清
き
秋
の
川
水

　
『
花
彙
』
序
文
に
お
い
て
、
充
房
の
友
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
海
南
の
自

筆
稿
本
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
源
充
房
」
は
、『
花
彙
』
編
者
の
充
房
以
外
で
は
あ

り
得
ま
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
源
と
い
う
本
姓
と
与
三
右
衛
門
と
い
う
通
称
は
、
清

和
源
氏
を
祖
と
し
、
初
代
与
三
右
衛
門
を
充
房
と
す
る
島
田
家
の
資
料
と
も
符
合
す

る
。

　

ま
た
、
関
海
南
の
師
で
あ
る
香
川
修
庵
の
六
十
賀
集
『
奉
觴
）
33
（
篇
』（
寛
保
二
年

〈
一
七
四
二
〉
序
刊
、
杏
雨
書
屋
蔵
）
に
は
、「
准
門
人
九
名
」
の
中
に
「
嶋
田
充

房
」
が
「
女
婿　

京
師
人
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
修
庵
の
墓
碑
銘
に
も
、「
配
某
氏

生
一
女
、
帰
島
田
充
房
、
先
死
（
某
氏
に
配
し
、
一
女
を
生
む
。
島
田
充
房
に
帰
す

る
も
、
先
に
死
せ
り
）」
と
記
さ
れ
て
い
）
34
（

る
。
こ
れ
ら
は
、
二
―
三
の
⑥
に
挙
げ
た

「
善
思
院
用
誉
清
淑
禅
女
」
に
つ
い
て
の
過
去
帳
の
記
述
、「
与
三
右
ヱ
門
妻　

香
川

氏
」
に
合
致
し
、
彼
女
は
、「
先
死
」
の
言
葉
通
り
、
修
庵
六
十
賀
が
催
さ
れ
た
わ

ず
か
五
ヶ
月
後
の
寛
保
二
年
八
月
二
十
九
日
に
早
世
し
て
い
た
。

　

充
房
と
海
南
と
が
と
も
に
名
を
列
ね
る
『
奉
觴
篇
』
お
よ
び
修
庵
の
七
十
賀
集

『
家
蔵
喜
事
』（
宝
暦
二
年
〈
一
七
五
二
〉
序
刊
）
に
、
同
じ
く
詩
文
を
寄
せ
て
い
る

名
古
屋
の
医
家
で
、
修
庵
門
人
で
も
あ
っ
た
橋
本
任
庵
（
学
夏
、
宝
永
四
―
安
永
元

三
年
）
春
三
月
蘭
山
小
野
希
博
以
文
於
平
安
衆
芳
軒
識
」（
刻
印
「
蘭
山
」
他

一
顆
）。

　
（
書
き
下
し

―
雍
南
氏
此
に
見
あ
り
。
広
く
採
り
遍
く
藝う

え
生
を
写
し
て
、

帙
を
成
し
題
し
て
曰
く
花
彙
と
。
條
を
序
す
る
こ
と
五
十
、
前
に
既
に
世
に
公

に
す
。
今
や
ま
た
遺
漏
を
集
輯
せ
ん
と
欲
す
る
者
、
以
て
後
編
と
為
す
。
而
し

て
余
に
稿
を
需
む
。
余
、
佔て

ん

𠌫ひ
つ

の
暇
、
且
つ
稿
し
且
つ
画
し
、
漸
く
積
満
簏
属

す
。
次つ

い
でを
繕
ふ
こ
と
草
五
十
種
、
木
一
百
種
、
分
ち
て
六
冊
と
為
す
。）

・
跋
（
〇
・
五
丁
）、「
花
彙
二
編
巻
尾
／
余
之
所
図
正
花
彙
梓
刊
漸
終
。
草
木
総

二
百
種
、
併
為
八
冊
。
授
与
書
肆
以
公
於
天
下
之
同
好
、
亦
唯
小
苦
心
耳
。
若

夫
鳥
獣
魚
介
金
石
、
未
脱
稿
。
暫
俟
真
産
之
備
矣
。
／
宝
暦
癸
未
春
三
月
雍
南

書
於
不
磷
斎
（
刻
印
「
雍
南
」「
家
在
西
洞
」）。

　
（
書
き
下
し

―
余
の
図
正
す
る
所
の
花
彙
の
梓
刊
、
漸
く
終
れ
り
。
草
木

総
じ
て
二
百
種
、
併
せ
て
八
冊
と
為
す
。
書
肆
に
授
与
し
て
以
て
天
下
の
同
好

に
公
に
す
。
ま
た
唯
だ
小す

こ
しく

苦
心
す
る
の
み
。
若
し
夫
れ
鳥
獣
・
魚
介
・
金
石

は
未
だ
脱
稿
せ
ず
。
暫
く
真
産
の
備
を
俟
た
ん
。）

・
刊
記
（
跋
の
裏
）、「
雒
西
彫
工　

丹
羽
庄
兵
衛
／
明
和
二
乙
酉
歳
冬
十
一
月
／

皇
都
書
肆　

永
田
調
兵
衛
／
大
路
儀
右
衛
門
」。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

充
房
は
、
雍
南
・
不
磷
斎
と
号
し
た
。
若
い
頃
か
ら
草
木
を
愛
し
、
数
十
年
間
、

山
や
沢
を
歩
い
て
は
そ
れ
ら
を
採
集
し
た
り
、
居
宅
の
庭
に
植
え
て
人
に
写
生
さ
せ

た
り
し
て
い
た
。
既
存
の
植
物
図
の
類
に
不
満
を
覚
え
、
宝
暦
九
年
に
自
ら
蔵
版
主

と
し
て
入
銀
し
、『
花
彙
』
木
之
一
・
二
の
二
冊
を
開
板
し
た
。
刊
行
に
ま
つ
わ
る

実
務
と
売
捌
は
、
京
都
の
書
肆
永
田
調
兵
衛
に
委
託
し
た
。
つ
い
で
宝
暦
十
三
年
、

後
編
の
編
纂
を
小
野
蘭
山
に
依
頼
し
、
六
冊
を
増
補
し
て
明
和
二
年
に
刊
行
し
た
。

今
度
の
売
捌
書
肆
は
永
田
調
兵
衛
と
大
路
儀
右
衛
門
で
あ
る
。
草
木
の
他
に
、
鳥
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

れ
ば
よ
い
か
難
し
い
。
家
系
覚
書
は
四
代
八
郎
左
衛
門
と
し
て
義
保
の
名
を
挙
げ
て

い
る
が
、
も
し
宗
惇
が
そ
の
義
保
の
こ
と
だ
と
す
る
と
、
宗
惇
の
俗
名
が
な
ぜ
過
去

帳
に
「
光
房
」
と
記
さ
れ
る
の
か
、
な
ぜ
宗
惇
と
清
淑
禅
女
す
な
わ
ち
「
与
三
右
ヱ

門
妻
」
と
の
墓
碑
が
と
も
に
与
三
右
衛
門
家
の
墓
域
に
あ
り
、
ま
た
な
ぜ
こ
の
両
名

が
、
妙
蓮
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
奥
書
に
相
前
後
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。

　

あ
る
い
は
、
充
房
は
義
保
と
別
人
で
、
か
つ
一
時
期
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
り
、
た

と
え
ば
隠
居
後
に
与
三
右
衛
門
と
改
名
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

場
合
は
家
系
覚
書
の
代
の
数
え
方
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
そ
も
そ
も

充
房
が
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
こ
と
の
裏
づ
け
は
、
現
時
点
で
取
れ
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
充
房
が
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
と
こ
ろ
判
断
を
保
留
し
て
お
く
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
こ
ま
で
の

考
察
か
ら
言
え
る
の
は
、
充
房
が
初
代
与
三
右
衛
門
で
あ
り
、
ま
た
宗
惇
と
名
乗
っ

た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
宗
惇
の
墓
碑
銘
と

過
去
帳
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
生
没
年
未
詳
と
さ
れ
て
い
た
充
房
が
没
し
た
の
は
、

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
二
月
五
日
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
二　
『
花
彙
』
出
版
の
背
景

　

充
房
は
、『
花
彙
』
に
お
い
て
自
ら
の
斎
号
を
不
磷
斎
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
の

号
は
宝
暦
・
明
和
期
の
京
都
で
開
か
れ
た
物
産
会
の
記
録
に
、
以
下
の
通
り
少
な
く

と
も
三
度
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（
依
拠
し
た
資
料
を
括
弧
内
に
掲
げ
る
）。

・
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
四
月
十
五
日
東
山
芙
蓉
楼
産
物
会
（
木
村
蒹
葭
堂

『
蒹
葭
堂
雑
録
』
巻
二
、
安
政
六
年
刊
）

・
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
四
月
二
十
六
日
東
山
也
阿
弥
産
物
会
（
岩
永
文
禎

『
鐘
奇
遺
筆
』
巻
二
、
国
会
図
書
館
蔵
、『
鑑
古
堂
物
産
会
目
録
』
岩
瀬
文
庫

年
〈
一
七
〇
七
―
一
七
七
二
〉）
か
ら
島
田
与
三
右
衛
門
へ
宛
て
た
書
簡
も
現
存

す
）
35
（
る
。
充
房
が
海
南
を
は
じ
め
と
す
る
修
庵
門
人
と
深
い
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
そ
の
「
与
三
右
衛
門
」
も
二
代
目
以
降
で
は
な
く
、
初
代
与
三
右
衛

門
、
す
な
わ
ち
『
花
彙
』
の
編
者
島
田
充
房
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

　

居
所
に
つ
い
て
言
え
ば
、
資
料
と
し
て
は
や
や
時
期
が
下
る
も
の
の
、
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
五
月
二
十
四
日
に
三
代
与
三
右
衛
門
房
衆
が
、
六
代
八
郎
左
衛
門
義

周
か
ら
西
洞
院
通
蛸
薬
師
下
ル
古
西
町
の
家
屋
敷
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
事
実
が
確

認
で
き
）
36
（
る
。
す
な
わ
ち
、
島
田
家
の
地
所
の
一
つ
は
、『
花
彙
』
跋
の
印
文
の
通
り
、

「
西
洞
」
に
あ
っ
た
。
充
房
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

以
上
か
ら
、『
花
彙
』
を
編
ん
だ
島
田
充
房
が
、
恵
比
須
屋
島
田
家
の
初
代
与
三

右
衛
門
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
動
か
し
が
た
い
。
次
に
、
こ
の
充
房
の
号
が
「
宗

惇
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
改
め
て
妙
蓮
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
奥

書
を
見
て
み
る
と
、
⑥
の
清
淑
禅
女
が
「
与
三
右
ヱ
門
妻　

香
川
氏
」
で
あ
る
か
ら
、

同
巻
奥
書
の
配
列
の
原
則
に
照
ら
せ
ば
そ
の
直
前
、
す
な
わ
ち
⑤
宗
惇
居
士
が
、
初

代
与
三
右
衛
門
充
房
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
島
田
武
彦
家
の
記
録
を
調
査
し

た
宮
本
も
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
五
月
の
島
田
宗
淳
三
男
家
訓
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
十
一
月
の
島
田
宗
淳
家
訓
に
お
け
る
「
宗
淳
」（
後
者
の
奥
書
の
表
記

は
「
宗
惇
」）
を
、
い
ず
れ
も
充
房
と
同
定
し
て
い
）
37
（

る
。

　

し
か
し
、
過
去
帳
の
「
天
真
院
全
誉
蒙
光
宗
惇
居
士
」
の
項
に
は
、「
四
代
八
良

左
ヱ
門　

光
房

0

0

」（
傍
点
青
山
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
光
房
」
と
い
う

表
記
に
つ
い
て
は
、
他
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
物
が
島
田
家
に
見
当
た
ら
な

い
以
上
、「
ミ
ツ
フ
サ
」
と
い
う
共
通
の
読
み
に
起
因
す
る
誤
記
と
し
て
、
宗
惇
が

充
房
で
あ
る
こ
と
を
む
し
ろ
裏
づ
け
る
材
料
と
見
な
せ
る
か
も
し
れ
な
）
38
（

い
。

　

一
方
、「
四
代
八
良
左
ヱ
門
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

彙
』
の
出
版
を
企
画
し
、
ま
た
物
産
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
書
肆
永
田
調
兵
衛
と
の

関
係
を
生
か
し
て
そ
れ
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
お
そ
ら
く
大

き
な
支
え
と
な
っ
た
の
は
、
豪
商
島
田
家
の
財
力
で
あ
っ
た
。
各
地
の
草
木
を
採
集

し
、
自
宅
で
育
て
、
そ
れ
を
絵
師
に
写
生
さ
せ
て
自
費
で
出
版
す
る
と
い
う
、『
花

彙
』
出
版
に
ま
つ
わ
る
充
房
の
一
連
の
行
為
に
多
大
な
費
用
が
掛
か
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
充
房
は
物
産
会
に
お
い
て
、
各
地
の

珍
し
い
魚
介
類
や
金
石
、
古
瓦
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
た
と
え
ば
明
和
三
年
の

会
に
は
一
〇
七
点
も
出
品
し
て
い
る
。
そ
の
費
用
を
捻
出
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に

そ
の
背
後
に
島
田
家
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
『
花
彙
』
の
出
版
に
関
し
て
、
も
う
一
点
触
れ
て
お
き
た
い
。
該
書
の
明
和
二
年

増
補
版
の
売
捌
書
肆
に
、
永
田
調
兵
衛
に
加
え
て
大
路
儀
右
衛
門
が
名
を
連
ね
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
路
儀
右
衛
門
は
、『
臨
池
法
帖
』（
宝
暦
七
年
〈
一
七

五
七
〉
序
刊
、
岩
瀬
文
庫
）
40
（
蔵
）、『
臨
池
法
帖
後
編
』（
宝
暦
十
一
年
〈
一
七
六
一
〉

序
刊
、
愛
知
大
学
菅
沼
文
庫
）
41
（

蔵
）
な
ど
御
家
流
の
法
帖
を
主
に
出
版
し
て
い
た
書
肆

で
あ
り
、『
臨
池
法
帖
後
編
』
巻
末
の
出
版
広
告
に
掲
げ
ら
れ
た
書
目
八
点
の
う
ち
、

『
花
彙
』『
花
彙
後
編
』
以
外
は
全
て
法
帖
が
占
め
て
い
る
。
も
と
も
と
本
草
書
と
は

無
縁
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
の
店
が
『
花
彙
』
の
売
捌
に
加
わ
っ
た
の
は
、
大
路
家
が

恵
比
須
屋
の
一
統
に
連
な
っ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
臨
池
法
帖
後
編
』
の
刊
記
に
は
、「
蛸
薬
師
室
町
西
入
長
松
堂
大
路
儀
右
衛
門
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
所
在
地
と
堂
号
は
、
同
書
の
裏
見
返
し
に
捺
さ
れ
た
黒
文

長
方
印
の
、「
皇
都
蛸
薬
師
室
町
西
江
入
／
御
家
流
御
真
蹟
蔵
板
書
林
／
長
松
堂
大

路
治
郎
右
衛
門
」
と
い
う
印
文
と
一
致
す
る
。
大
路
次
郎
右
衛
門
（
青
山
注

―

「
治
郎
右
衛
門
」「
二
郎
右
衛
門
」
と
も
表
記
）
も
、
御
家
流
の
書
家
大
谷
永
庵
（
元

禄
十
一
―
安
永
九
年
〈
一
六
九
八
―
一
七
八
〇
〉）
の
『
鶏
秋
帖
』（
寛
政
五
年
〈
一

七
九
三
〉
序
刊
）
や
『
柳
春
帖
』（
同
年
序
刊
）
な
ど
の
法
帖
を
主
な
商
品
と
し
て

蔵
）

・
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
四
月
十
五
日
東
山
也
阿
弥
産
物
会
（『
明
和
三
年
物

産
会
目
録
・
天
明
癸
卯
医
学
院
物
産
会
目
録
』
岩
瀬
文
庫
蔵
）

　

こ
の
よ
う
に
、
不
磷
斎
の
物
産
会
参
加
は
宝
暦
か
ら
明
和
に
か
け
て
の
短
い
期
間

に
集
中
し
、
こ
れ
は
『
花
彙
』
増
補
版
の
編
纂
か
ら
刊
行
に
か
け
て
の
時
期
と
ほ
ぼ

重
な
る
。
ま
た
、
物
産
会
に
お
け
る
不
磷
斎
の
出
品
物
に
は
魚
介
（
海
茸
・
鯨
の
牙

等
）
や
金
石
（
忍
石
等
）
の
類
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、『
花
彙
』
の
充
房
跋
も
、
鳥

獣
・
魚
介
・
金
石
の
部
の
続
刊
の
計
画
に
言
及
し
て
い
る
。
充
房
が
没
し
た
と
考
え

ら
れ
る
天
明
二
年
以
降
、
不
磷
斎
の
名
が
諸
資
料
に
見
え
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
物
産
会
関
係
資
料
に
名
の
見
え
る
不
磷
斎
を
充
房
そ
の

人
と
同
定
す
る
た
め
の
有
力
な
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
以
上
に
注
目
し
た
い
の
は
、
書
肆
永
田
調
兵
衛
が
如
上
の
物
産
会
と

『
花
彙
』
の
出
版
と
の
双
方
に
関
与
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
永
田
調
兵
衛
は
、
西
本

願
寺
系
の
仏
書
出
版
に
携
わ
っ
た
書
肆
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）
39
（

が
、
貝
原
益
軒
『
大

和
本
草
』（
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
）
刊
）
と
い
っ
た
本
草
書
の
出
版
も
行
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
直
海
元
周
『
広
大
和
本
草
』（
宝
暦
九
〈
一
七
五
九
〉
年
刊
）
や
豊

田
養
慶
『
赭
鞭
余
録
』（
宝
暦
十
一
年
〈
一
七
六
一
〉
刊
）
な
ど
は
、
時
期
的
に
も

『
花
彙
』
の
出
版
と
ち
ょ
う
ど
重
な
る
。

　

そ
の
永
田
調
兵
衛
は
、
不
磷
斎
と
物
産
会
の
会
友
で
も
あ
っ
た
。
永
田
調
兵
衛
自

身
、
明
和
元
年
四
月
二
十
六
日
の
物
産
会
に
参
加
し
、
万
暦
古
瓦
を
出
品
し
て
い
る
。

一
方
不
磷
斎
は
、
宝
暦
十
三
年
の
会
に
お
い
て
鑑
古
堂
と
と
も
に
会
主
を
務
め
て
い

る
。
永
田
調
兵
衛
の
参
加
し
た
物
産
会
の
有
力
会
員
で
あ
っ
た
不
磷
斎
が
、
そ
の
永

田
調
兵
衛
と
組
ん
で
『
花
彙
』
を
出
版
し
た
不
磷
斎
す
な
わ
ち
充
房
と
別
人
で
あ
ろ

う
は
ず
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
充
房
は
宝
暦
・
明
和
期
の
京
都
に
お
け
る
物
産
会
の
流
行
の
中
で
『
花
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大
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範
な
り
）
45
（
し

と
述
べ
て
お
り
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
六
）
に
三
代
与
三
右
衛
門
房
衆
が
娘
の
た

い
に
家
屋
敷
を
譲
っ
て
隠
居
し
た
際
、
大
路
次
郎
右
衛
門
が
証
人
に
な
っ
て
も
い
）
46
（
る
。

　

大
路
延
義
と
関
海
南
と
の
交
友
関
係
が
『
花
彙
』
出
版
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

こ
と
は
、
海
南
が
『
臨
池
法
帖
』
に
寄
せ
た
跋
文
に
「
友
人
路
義
」
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
充
房
と
海
南
と
の
同
門
の
よ
し
み
は
そ
れ
以
前
か

ら
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
延
義
を
海
南
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、

充
房
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
す
る
と
、
延
義
す
な
わ
ち
大
路
儀
右
衛
門
が
『
花

彙
』
増
補
版
の
売
捌
書
肆
に
加
わ
っ
た
の
も
、
充
房
の
引
き
立
て
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
に
小
野
蘭
山
校
『
救
荒
本
草
』（
寛
政
十
一
年

〈
一
七
九
九
〉
刊
）
が
大
路
次
郎
右
衛
門
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
も
、
充
房
が
仲
立
ち

し
た
大
路
家
と
蘭
山
と
の
関
係
が
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
花
彙
』
は
、
決
し
て
充
房
の
個
人
的
嗜
好
の
み
か
ら
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。『
花
彙
』
出
版
の
背
景
に
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
宝
暦
・
明
和
期
に

お
け
る
物
産
会
の
流
行
と
豪
商
島
田
家
の
財
力
と
が
あ
り
、
加
え
て
香
川
修
庵
門
下

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
物
産
会
会
友
同
士
の
人
間
関
係
、
そ
し
て
恵
比
須
屋
一
統
の
結

び
つ
き
な
ど
が
、
そ
の
出
版
の
実
現
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

四　

お
わ
り
に

　

先
述
の
香
川
修
庵
六
十
賀
集
『
奉
觴
篇
』
に
は
、
谷
川
士
清
（
宝
永
六
―
安
永
五

年
〈
一
七
〇
九
―
一
七
七
六
〉）、
多
田
南
嶺
（
元
禄
十
一
―
寛
延
三
年
〈
一
六
九
八

―
一
七
五
〇
〉）、
都
賀
庭
鐘
（
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
―
寛
政
頃
没
か
）
な
ど
、

和
学
・
神
道
・
文
芸
に
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
錚
々
た
る
名
前
が
見
え
る
。
彼
ら
と

充
房
と
の
直
接
的
な
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
充
房
が
そ

い
た
書
肆
で
あ
る
。

　
『
臨
池
法
帖
後
編
』
の
刊
記
と
裏
見
返
し
の
印
と
関
係
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義
に

よ
る
出
版
年
代
の
前
後
関
係
、
そ
し
て
、『
臨
池
法
帖
』
跋
文
末
尾
の
「
平
安
路
義

秋
徳
書
於
長
松
堂
」
と
い
う
署
名
の
後
に
置
か
れ
た
印
文
が
、「
路
延
義
印
」
と
読

め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
永
庵
の
門
人
だ
っ
た
延
義
（
享
保
十
四
―
安
永
二
年
〈
一
七

二
九
―
一
七
七
）
42
（
三
〉）
が
儀
右
衛
門
を
名
乗
り
、
そ
の
子
延
貞
（
生
年
未
詳
―
享
和

三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
の
代
に
な
っ
て
か
ら
次
郎
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
延
義
の
父
如
水
（
生
年
未
詳
―
延
享
二
年
〈
一
七
四
五
〉）
は
武
者

小
路
実
陰
（
寛
文
元
―
元
文
三
年
〈
一
六
六
一
―
一
七
三
八
〉）
の
門
人
で
あ
り
、

延
貞
が
本
居
宣
長
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
上
京
時
の
講
義
に
参
加
し
た
際
、
実

陰
門
人
の
似
雲
（
寛
文
十
三
―
宝
暦
三
年
〈
一
六
七
三
―
一
七
五
三
〉）
に
よ
る
実

陰
歌
論
の
聞
書
『
磯
の
浪
』（
享
和
元
年
序
刊
）
の
序
を
、
宣
長
に
請
う
て
次
郎
右

衛
門
か
ら
出
版
し
た
こ
と
も
あ
）
43
（
る
。

　

こ
の
大
路
家
が
島
田
家
の
別
家
で
あ
る
こ
と
は
、
大
路
家
の
子
孫
に
当
た
る
日
扇

自
身
が
詳
し
く
述
べ
て
い
）
44
（
る
。
日
扇
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
八
代
島
田
八
郎
左

衛
門
の
妻
た
め
と
子
義
忠
を
本
門
仏
立
講
に
導
い
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
同
じ
く

恵
比
須
屋
一
統
に
属
す
る
和
学
者
城
戸
千
楯
の
門
人
で
あ
り
、
千
楯
は
、
八
代
八
郎

左
衛
門
す
な
わ
ち
狂
歌
師
菊
廼
舎
真
恵
美
の
編
著
『
狂
歌
百
鬼
夜
興
』（
天
保
元
年

〈
一
八
三
〇
〉
刊
）
に
序
を
寄
せ
て
い
る
。
島
田
家
を
中
心
に
、
恵
比
須
屋
一
統
の

間
に
盛
ん
な
文
化
的
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

と
り
わ
け
、
大
路
家
は
島
田
家
に
と
っ
て
重
要
な
家
だ
っ
た
ら
し
い
。
日
扇
は
、

島
田
家
と
大
路
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

ゑ
び
す
や
の
店
江
戸
等
の
の
う
れ
ん
の
し
る
し　

嶋
田
家
の
定
目
等
は
み
な　

大
路
二
郎
右
衛
門
延
貞
の
こ
し
ら
へ
お
か
れ
た
り　

代
　々

嶋
田
家
の
文
学
の
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

　

ま
た
千
楯
ら
は
、
菊
廼
舎
真
恵
美
こ
と
八
代
島
田
八
郎
左
衛
門
の
ほ
か
、
林
鮒
主

（
明
和
元
―
天
保
二
年
〈
一
七
六
四
―
一
八
三
一
〉）
や
蘆
辺
田
鶴
丸
（
宝
暦
九
―
天

保
六
年
〈
一
七
五
九
―
一
八
三
五
〉）、
桂
有
彰
（
天
明
六
―
万
延
元
年
〈
一
七
八
六

―
一
八
六
〇
〉）、
伊
東
颯
々
（
天
明
二
―
安
政
五
年
〈
一
七
八
二
―
一
八
五
八
〉）

と
い
っ
た
狂
歌
師
と
も
深
い
交
流
が
あ
っ
）
49
（
た
。

　

つ
ま
り
、
千
楯
ら
の
文
雅
は
、
い
わ
ば
初
代
与
三
右
衛
門
充
房
か
ら
継
承
し
た
物

産
学
の
人
脈
と
、
八
代
八
郎
左
衛
門
菊
廼
舎
真
恵
美
周
辺
の
狂
歌
壇
の
人
脈
と
、
そ

の
双
方
の
人
脈
の
中
で
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
京
都
の
富
裕
な
商
人

た
ち
が
培
っ
て
き
た
文
化
的
環
境
そ
の
も
の
で
あ
り
、
千
楯
ら
は
そ
う
し
た
環
境
の

中
で
宣
長
の
学
問
に
触
れ
、
宣
長
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
す
る
と
、
近
世
後
期
の
京
都
の
商
人
た
ち
が
な
ぜ
宣
長
学
を
必
要
と
し
た
の
か
、

宣
長
学
の
い
か
な
る
点
が
彼
ら
に
と
っ
て
魅
力
だ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

千
楯
や
鐸
舎
の
活
動
を
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
宣
長
か
ら
篤
胤
へ
と
い
う
ラ
イ
ン
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
宣
長
学
受
容

の
見
取
り
図
を
相
対
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
、
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の

事
績
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
今
後
こ
う
し
た
こ
と
を
検
討
す
る
た

め
の
布
石
と
し
て
の
意
味
も
持
っ
て
い
る
。

注（
1
）　

島
田
ひ
ろ
子
氏
所
蔵
〔
島
田
家
家
系
図
〕、
同
「
御
為
替
御
用
達
蛭
子
屋
興
亡
概
略
」。

（
2
）　

前
掲
注
1
「
御
為
替
御
用
達
蛭
子
屋
興
亡
概
略
」、
お
よ
び
〔
明
和
六
年
島
田
要
記
事
〕（
故
島
田

武
彦
氏
旧
蔵
、
宮
本
又
次
『
宮
本
又
次
著
作
集
』
第
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七
年
、
三
八
一
頁
）。

（
3
）　

宮
本
、
前
掲
注
2
書
、
四
〇
三
頁
。

（
4
）　
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
第
十
一
巻
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
）
四
一
八
頁
。

（
5
）　

花
咲
一
男
編
『
諸
国
買
物
調
方
記
』（
渡
辺
書
店
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。

（
6
）　

牧
健
二
「
明
治
初
年
島
田
家
御
用
金
関
係
史
料
」（『
経
済
史
研
究
』
第
四
号
、
一
九
三
〇
年
二

月
）、
田
中
篷
篤
「
明
治
初
年
に
お
け
る
豪
商
島
田
組
の
研
究
（
1
）」（『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究

報
告　

人
文
・
社
会
科
学
』
第
十
八
巻
、
一
九
六
七
年
二
月
）、
同
「
明
治
初
年
に
お
け
る
豪
商
島

の
よ
う
な
文
化
的
サ
ー
ク
ル
の
中
に
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
修
庵
七
十
賀
集
『
家
蔵
喜
事
』
の
中
に
は
島
田
安
貞
と
い
う
名
前
も
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
八
郎
左
衛
門
家
の
別
家
の
島
田
要
人
（
安
貞
・
宗
恕
）
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
島
田
家
と
如
上
の
文
化
的
サ
ー
ク
ル
と
の

関
係
は
、
充
房
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
島
田
家
、
さ
ら
に
は
恵
比
須
屋
一
統

と
い
う
広
が
り
の
中
で
考
え
る
べ
き
問
題
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
恵
比
須
屋
島
田
家
一
統
の
活
動
を
、
上
方
の
文
化
的
土
壌

の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
同
じ
恵
比
須
屋
の
一
人
で
あ
る
宣
長
門
人
城
戸
千
楯

と
、
彼
が
京
都
鈴
屋
門
の
拠
点
と
し
て
主
宰
し
た
鐸
舎
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
新
た

な
角
度
か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
。

　

千
楯
と
鐸
舎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
宣
長
没
後
の
門
人
を
自
称
し
た
平
田
篤
胤

（
安
永
五
―
天
保
十
四
年
〈
一
七
七
六
―
一
八
四
三
年
〉
に
対
抗
心
を
燃
や
す
保
守

的
勢
力
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
宣
長
の
思
想
を
十
分
に
生
か
せ
な
か
っ
た
彼
ら
の

限
界
が
指
摘
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
）
47
（

た
。

　

宣
長
学
の
受
容
者
と
い
う
観
点
の
み
か
ら
千
楯
や
鐸
舎
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、

確
か
に
歌
文
を
中
心
と
す
る
彼
ら
の
活
動
は
、
宣
長
学
が
孕
ん
で
い
た
儒
教
や
仏
教
、

当
代
社
会
に
対
す
る
毒
を
中
和
し
た
、
い
か
に
も
緊
張
を
欠
い
た
も
の
に
も
映
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
は
、
千
楯
ら
の
関
心
と
交
流

が
宣
長
学
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

鐸
舎
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
千
楯
や
服
部
敏
）
48
（

夏
（
生
年
不
詳
―
文
政
十
一
年

〈
一
八
二
八
〉）、
大
橋
長
広
（
天
明
八
―
嘉
永
四
年
〈
一
七
八
八
―
一
八
五
一
〉）
ら

は
京
都
の
文
雅
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
以
文
会
に
参
加
し
、
小
野
蘭
山
門
の
水
野
皓
山

（
安
永
六
年
―
弘
化
三
年
〈
一
七
七
七
―
一
八
四
六
〉）
ら
本
草
家
と
交
友
関
係
に
あ

っ
た
。
皓
山
は
、
文
化
・
文
政
期
の
京
都
の
物
産
会
に
お
け
る
中
心
人
物
の
一
人
で

あ
る
。



228

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

紙
焼
き
写
真
Ｂ
Ⅰ
6
）。

（
25
）　
〔
蛭
子
屋
た
い
家
屋
敷
相
続
に
付
久
兵
衛
代
人
請
合
一
札
〕（
同
文
書
、
Ｂ
Ⅱ
41
）
に
、「
御
町
内

ニ
住
居
仕
候
主
人
蛭
子
屋
与
三
右
衛
門
義
、
家
屋
敷
を
此
度
娘
た
い
江
相
譲
、
隠
居
被
致
候
」
と
あ

る
。

（
26
）　
〔
蛭
子
屋
与
三
右
衛
門
家
屋
敷
娘
た
い
へ
譲
切
証
文
〕（
同
文
書
、
Ｂ
Ⅰ
66
）
に
は
、「
当
町
我
等

所
持
家
屋
敷
弐
ヶ
所
、
死
後
者
従
弟
金
蔵
事
八
郎
左
衛
門
江
相
譲
可
申
旨
、
寛
政
五
年
丑
五
月
廿
四

日
譲
状
差
出
、
御
割
印
頂
戴
仕
罷
在
候
処
、
此
度
相
改
、
娘
た
い
江
譲
渡
申
処
実
正
也
」
と
あ
る
。

（
27
）　

前
掲
注
25
。

（
28
）　
〔
蛭
子
屋
き
や
う
幼
年
に
つ
き
え
び
す
や
名
代
請
合
一
札
〕（
同
文
書
、
Ｂ
Ⅱ
59
）。

（
29
）　

管
宗
次
『
京
大
坂
の
文
人　

続
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
六
―
二
九
頁
。

（
30
）　

牧
、
前
掲
注
6
論
文
。

（
31
）　

明
治
八
年
公
文
録
・
第
二
一
二
巻
・
大
蔵
省
伺
二
「
各
県
為
替
方
島
田
八
郎
左
衛
門
預
金
上
納
差

支
ニ
付
処
分
伺
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
本
館
2
Ａ
〇
〇
九
・
公
一
五
九
六
一
〇
〇
）。

（
32
）　
『
天
保
十
三
寅
年
五
月
両
替
町
御
貸
地
人
別
改
帳
』「
姉
小
路
下
ル
町
人
別
改
」（
三
井
文
庫
蔵
、

続
六
四
四
四
―
一
）。「
嘉
永
六
年
丑
年
九
月　

浄
土
宗
門
人
別
改
帳　

両
替
町
」（
同
、
続
六
四
五

二
―
一
）
に
、「
蛭
子
屋
田丑
三
才之
助
（
印
）（
付
箋
「
蛭
子
屋
与
三
右
衛
門
義
、
病
身
ニ
付
引
退
、
八
之

助
与
改
名
仕
、
悴
田
之
助
諸
相
続
仕
候
」）
／
父　

八丑
三
十
二
才
之
助
」
と
あ
る
。

（
33
）　

同
書
を
紹
介
し
た
論
文
に
、
多
治
比
郁
夫
「『
祝
寿
編
』
と
『
奉
觴
篇
』
　

―
　

後
藤
養
庵
・
香
川

修
庵
の
六
十
賀
集
」（『
京
阪
文
芸
史
料
』
三
、
日
本
書
誌
学
大
系
八
九
―
三
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇

〇
五
年
）
が
あ
る
。

（
34
）　

五
弓
雪
窓
編
『
事
実
文
編
』
巻
三
十
四
（『
事
実
文
編
』
二
、
関
西
大
学
出
版
、
一
九
七
九
年
）。

（
35
）　
『
杏
雨
書
屋
所
蔵
書
簡
集
』
一
（
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
四
頁
。

（
36
）　

前
掲
注
24
。

（
37
）　

宮
本
、
前
掲
注
2
書
、
四
一
三
・
四
二
九
頁
。

（
38
）　
『
花
彙
』
を
訳
し
た
フ
ラ
ン
ス
海
軍
医
サ
バ
チ
ェ
（Paul 

Savatier

）
は
充
房
を
テ
ル
フ
サ

T
erufusa

と
読
ん
で
い
る
（Botanique japonaise, Libres K

w
a-w
i. Paris, 1873

）
が
、
こ
の

過
去
帳
の
誤
記
か
ら
し
て
、
ミ
ツ
フ
サ
が
正
し
い
読
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
39
）　

万
波
寿
子
「
江
戸
文
学
と
仏
教
　

―
　

永
田
調
兵
衛
と
西
本
願
寺
御
蔵
版
」（『
江
戸
文
学
か
ら
の
架

橋
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
40
）　

題
は
序
題
に
よ
る
。
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
外
題
の
『
尊
円
親
王
芳
跡
』
を

採
る
。

（
41
）　

題
は
序
題
に
よ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
外
題
の
『
尊
円
親

王
真
跡
』
を
採
る
。

（
42
）　
『
中
組
護
持
過
去
帳
』、『
日
扇
聖
人
全
集
』
第
十
六
巻
（
日
扇
聖
人
全
集
刊
行
会
、
一
九
七
一
）

田
組
の
研
究
（
2
）」（『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告　

人
文
・
社
会
科
学
』
第
二
〇
巻
、
一
九

六
九
年
十
二
月
）。

（
7
）　

前
掲
注
1
「
御
為
替
御
用
達
蛭
子
屋
興
亡
概
略
」。

（
8
）　

菊
廼
舎
真
恵
美
が
八
代
島
田
八
郎
左
衛
門
周
忠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
伊
東
颯
々
宛

城
戸
千
楯
書
簡
三
十
八
通
　

―
　

翻
刻
と
解
題
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要　

人
文
学
部
日
本
文
化
学

科
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
で
言
及
し
た
。

（
9
）　

同
右
論
文
。

（
10
）　

宮
本
又
次
『
史
的
研
究　

商
業
経
営
と
金
融
機
構
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
七
年
）
所
収
、
の

ち
『
宮
本
又
次
著
作
集
』
第
二
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
。
同
『
小
野
組
の
研
究
』（
新

生
社
、
一
九
七
〇
年
）
に
も
島
田
家
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

（
11
）　

本
草
学
に
関
す
る
充
房
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
磯
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
総
合
年
表
』（
平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
）
が
最
も
網
羅
的
で
か
つ
詳
し
い
。
ま
た
最
近
の
本
草
学
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

遠
藤
正
治
『
本
草
学
と
洋
学
　

―
　

小
野
蘭
山
学
統
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
小
野

蘭
山
没
後
二
百
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
小
野
蘭
山
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
太
田
由
佳

『
松
岡
恕
庵
本
草
学
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
12
）　

宮
本
、
前
掲
注
2
書
、
三
八
二
頁
。

（
13
）　

中
尾
堯
編
『
京
都
妙
蓮
寺
蔵
「
松
尾
社
一
切
経
」
調
査
報
告
書
』（
大
塚
巧
芸
社
、
一
九
九
七
年
）

一
九
六
頁
。

（
14
）　

小
倉
昇
平
「
初
期
仏
立
講
の
文
献
資
料
」（『
大
獅
子
吼
』
第
二
三
巻
十
一
号
）。
た
だ
し
、
武
田

悟
一
「
長
松
日
扇
に
お
け
る
教
化
活
動
の
一
側
面
　

―
　

嶋
田
弥
三
郎
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
」

（『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）
よ
り
重
引
。

（
15
）　

中
尾
、
前
掲
注
13
書
、
二
九
七
頁
。

（
16
）　
「
嘉
永
七
年
寅
年
二
月　

宗
門
人
別
改
帳　

両
替
町
」（
三
井
文
庫
蔵
、
続
六
四
五
二
―
一
二
）。

（
17
）　

武
田
、
前
掲
注
14
論
文
お
よ
び
「
長
松
日
扇
に
お
け
る
教
化
活
動
の
研
究
　

―
　

嶋
田
氏
と
の
交
流

を
中
心
と
し
て
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
二
巻
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
18
）　
「
嘉
永
六
年
丑
年
九
月　

浄
土
宗
門
人
別
改
帳　

両
替
町
」（
三
井
文
庫
蔵
、
続
六
四
五
二
―
一
）、

「
嘉
永
七
年
寅
年
二
月　

宗
門
人
別
改
帳　

両
替
町
」（
同
、
続
六
四
五
二
―
一
二
）。

（
19
）　
『
長
松
門
家
不
離
身
抄
』
巻
一
（『
日
扇
聖
人
全
集
』
第
十
一
巻
、
日
扇
聖
人
全
集
刊
行
会
、
一
九

六
四
年
）。

（
20
）　

中
尾
、
前
掲
注
13
書
、
一
九
三
頁
。

（
21
）　

宮
本
、
前
掲
注
2
書
、
四
一
三
頁
。

（
22
）　

同
書
、
四
二
九
頁
。

（
23
）　

同
書
、
同
頁
。

（
24
）　
〔
戎
屋
八
郎
左
衛
門
家
屋
敷
与
三
右
衛
門
へ
譲
切
証
文
〕（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
古
西
町
文
書
、
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恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
　々
　
　

青
山
英
正

＊
本
研
究
はJSPS

科
研
費23720120

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

一
〇
〇
頁
。

（
43
）　

石
塚
龍
麿
『
鈴
屋
大
人
都
日
記
』（
享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉
成
立
）（『
本
居
宣
長
全
集
』
別
巻

三
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
六
四
頁
）、『
鈴
屋
集
』
九
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
五
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
一
六
八
頁
）。

（
44
）　
『
清
風
一
代
記
略
図
』（
明
治
十
年
頃
成
立
）、『
日
扇
聖
人
全
集
』
第
五
巻
（
日
扇
聖
人
全
集
刊
行

会
、
一
九
六
〇
年
）
一
七
七
頁
。

（
45
）　

同
書
、
同
頁
。

（
46
）　

前
掲
注
25
。

（
47
）　

城
戸
千
楯
と
鐸
舎
に
つ
い
て
は
、
藤
井
（
山
崎
）
芙
紗
子
「
藤
井
高
尚
と
鐸
屋
　

―
　

後
期
国
学
の

一
断
面
」（『
国
語
国
文
』
第
四
六
巻
十
二
号
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）、
本
橋
ヒ
ロ
子
「
化
政
天
保

期
に
お
け
る
京
阪
の
国
学
の
一
断
面
　

―
　

鐸
屋
と
小
柴
屋
に
つ
い
て
　

―
　

」（『
和
洋
国
文
研
究
』
十

六
・
十
七
号
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、
書
肆
恵
比
須
屋
市
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、

宗
政
五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』（
同
朋
社
、
一
九
八
二
年
）、
お
よ
び
拙
稿
「
恵
比
須

屋
市
右
衛
門
出
版
・
売
弘
書
目
稿
（
附
鐸
舎
蔵
板
・
製
本
書
目
）」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』

十
四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
48
）　

服
部
敏
夏
の
没
年
は
、
水
野
皓
山
『
皓
山
日
記
』
巻
二
3
オ
、
文
政
十
一
年
二
月
四
日
条
の
「
服

部
五
郎
左
衛
門
殿
病
気
養
生
不
相
叶
、
四
日
夜
候
度
死
去
候
由
、
為
知
申
参
候
付
、
為
御
知
申
上

候
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
。

（
49
）　

高
松
亮
太
「
林
鮒
主
の
和
学
活
動
と
交
流
」（『
国
語
国
文
』
二
〇
一
一
年
十
一
月
）、
お
よ
び
拙

稿
、
前
掲
注
8
論
文
。

＊
引
用
に
際
し
て
は
、
私
に
句
読
点
・
濁
点
を
補
い
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
る

な
ど
表
記
を
変
え
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
書
き
下
し
文
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

＊
資
料
の
閲
覧
に
際
し
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
諸
氏
お
よ
び
諸
機
関
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
島
田
家
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
ご
教
示
下
さ
っ

た
島
田
ひ
ろ
子
氏
、
金
戒
光
明
寺
西
住
院
の
島
田
家
過
去
帳
に
つ
い
て
ご
教
示
下

さ
っ
た
戸
川
隆
博
氏
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




